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第
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項
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時
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第
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項

一

九

世

紀

フ

ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
論

第

三

章

日

本

法

土
日
五
ロ

ゐ
品
作
昌
三一
ロ

第
六
項

相
殺

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4)

一
二
九
四
条

一
項

「
債
権
者
が
主
債
務
者
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
分
に
つ
い
て
、
保
証
人
は
相
殺
を
も
っ
て
対
抗
で
き
る
。
」

二
項
「
し
か
し
、
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
分
に
つ
い
て
、
主
債
務
者
は
相
殺
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
。
」

三
項
「
同
様
に
、
債
権
者
が
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
分
に
つ
い
て
、
相
債
務
者
は
相
殺
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な

い
。」

第

一

款

連
帯
債
務
の
場
合

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
相
殺
に
つ
き
法
律
上
当
然
主
義
を
と
る
。
対
立
す
る
二
債
権
が
相
殺
適
状
に
あ
れ
ば
相
殺
の
成
立
を
認
め
て
、
当
事

者
に
よ
る
援
用
を
要
件
と
し
な
い
の
で
あ
る

こ
二
九
O
条
「
相
殺
は
、
法
律
の
効
力
だ
け
に
よ
っ
て
当
然
に
生
ず
る
。
同
債
務
者
が
こ
れ
を
知
ら
ず
と
も
ま
た
同
じ

で
あ
る
。
二
つ
の
債
務
は
、

同
時
に
存
在
す
る
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
対
等
量
の
限
度
で
と
も
に
消
滅
す
る
。」
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
相
殺
の
要
件
論
を
紹
介
・
分
析
し
た
文

献
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
深
谷
格
「
相
殺
の
構
造
と
機
能
口
、
白
」
名
大
法
政
論
集

二
二
四
号
三
四
九
頁
以
下
、

一
三
六
号
三
三
五
頁
以
下
、
何
「
相
殺
に
お
け
る
相
互
性
要
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説

件
に
つ
い
て
」
西
南
法
学
論
集
二
六
巻
一
日
二
号
二
九
五
頁
、
青
木
浩
子
「
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
か
ら
み
た
倒
産
時
に
お
け
る
相
殺
の
拘
保
的
機
能
の
限
界

ω」
N
B
L
五
一一一

号
二
四
|
三
三
頁
)
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
連
帯
債
務
者
の

一
人
に
つ
き
相
殺
適
状
が
あ
れ
ば
、
当
然
に
債
務
者
全
員
が
解
放
さ
れ
る
は
ず
で
あ

5命

る
。
し
か
し
、
民
法
典
は
こ
の
結
論
を
と
ら
な
い

(一二
九
四
条
三
車
。
こ
の
規
定
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
経
過
お
よ
び
学
説

・
判
例
に
よ

る

理
解
を
紹
介
す
る
。

第

目

立
法
過
程

民
法

二
一
九
四
条
の
政
府
委
員
会
原
案
に
は
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た

(3
2
2
N
1
2
)。
三
項
は
、
国
務
院
と
護
民
院

の
非
公
式
交
渉
の
段
階
で
、
護
民
院
立
法
委
員
会
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
提
案
に
さ
い
し
て
は
次
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。

も
し
、
相
連
帯
債
務
者
に
よ
る
相
殺
援
用
を
認
め
る
と
、
幾
多
の
問
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
は
、

自
己
の
意
に
反
し
て
不
快
な
訴
訟

(且2
3
n
Z
害
者
Z
Z
Z)
に
巻
き
込
ま
れ
、
債
権
の
存
否
・
範
囲
、
相
殺
の
可
否
等
に
つ
い
て
対
席
の
場

で
審
理
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
台
。
ョ
ョ
5
5
c
s
E
5
2百
三

t
E
E
E
Z
2
z
g
z
zコZ
D
E
・
3
コ
E
L
-
-
ω
z
m
N
)
。

こ
の
ほ
か
に
、
立
法
過
程
で
は
二
つ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一

に
、
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
お

い
て
、

そ
の
訴
権
が
帰
属
す
る
の
は
保
証
人
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
保
証
を
め
ぐ

る
情
況
が
、
債
権
者
に
対
す
る
権
利
を
主
債
務
者
へ
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
理
由
は
連
帯
債
務
に
も
当
て
絞
ま
る

E
Z
2
2
2
0F

F
d
M
司O
ω

骨且命印刷

冨。zp-司命岡高?円一
一凶
官N
∞ω
)
。

第
二

に
、
連
帯
債
務
者
は
、
相
債
務
者
に
固
有
の
抗
弁
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
主
張
で
き
な
い
。
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
自
分
に
関

係
な
い
債
権
で
も
っ
て
相
殺
抗
弁
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

。
と
こ
ろ
が
、
ド
マ
は
反
対
説
を
と
る
。
他
方
で
ポ
チ
エ
は
反
対
説
を
と
る
も

北法48(2・4)272



の
の
、

そ
の
理
由
が
決
定
的
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、

草
案
で
は
反
対
説
を
退
け
る
の
が
正
当
で
あ
る
三
o
c
-
-
g
z
一「「
。

品目
η
O
E「
ω
且
命
〈
M
W
3

円一。門
OH1

司ω}Am拍戸日-ω
門戸『e
明
，
E
dm
F

円同
ω
古品
N

叶)。

要
す
る
に
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
相
債
務
者
の
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
、
保
証
の
場
合
と
の
対
比
、

ポ
チ
エ
の
指
摘
、

以
上
三
点
が
理
由
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
(
ポ
チ
エ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
前
章
第
六
項
第
一
款
第
三
日
参
問
'
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
条
文
は
ポ
チ
エ
や

ド
マ

の
考
え
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(
相
殺
に
関
す
る
他
の
条
文
を
め
ぐ
る
立
法
経
過
に
つ
い
て
は
、
深
谷

・
前
倒
名
大
法
政
論
集
二
二
四
号
三
五
二

六
三
頁
、

同・

前
掲
西
南
法
学
論
集
二
六
巻

一
H
二
号
二
九
九
三
O
一
頁
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

第
二
目

学
説
に
よ
る
一
二
九
四
条
三
項
の
位
置
づ
け

一
九
世
紀
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
が
訴
求
を
受
け
て
相
殺
抗
弁
を
出
し
た
後
で
あ
れ
ば
、
相
債
務

者
も
抗
弁
で
き
る
。
し
か
し
、
相
債
務
者
に
対
す
る
訴
求
が
先
で
あ
れ
ば
抗
弁
で
き
な
い

(一

二
九
四
条
三
項
)
。
も
っ
と
も
、
反
対
債
権
を
も

つ
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
、
相
債
務
者
も
抗
弁
で
き
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
の
理
由
づ
け
を
紹
介
す
る
。

1 

反
対
債
権
を
も
っ
者
が
先
に
訴
求
を
受
け
た
場
合

反
対
債
権
を
も
っ
者
が
訴
求
を
受
け
て
相
殺
抗
弁
を
出
せ
ば
、

そ
の
後
は
相
債
務
者
も
債
務
消
滅
を
主
張
で
き
る
己
主
三コ
2
5
こ
N
Z
芯

E
Fミ伶戸田
E
戸ム百
N

由
e
F
E
E
-
門
戸
ご
ω
呂
志
ω
由よ

ce
喜「

2
2
2
∞
u
J
E
C
Z百
円
∞
三
宏
司
N

ご
)。

抗
弁
を
出
し
た
者
が
弁
済
し
た
の
と
同
じ
く
、

債
務
が
消
滅
す
る
か
ら
だ
と
い
う

(O
Z
E
E
-
こ
N
ロ品
ω]

司
2
?
N
2三
一
号
一
。
-U
N
E
-
-E己
定
て
目。
一事
E
一02

【
ご
一

N由印司

E
-
D
E
Z
E
E
-
同町

ロ
ω
∞∞百
ωω

品t
印-no一ヨ
E
且

命

的
M
W
E

耳目白・品
川
戸日
コ
-ANE-切[一司
NNU
「E
3
ヨ
σ-Ar
d
F
山
E
門戸
N也
品
口
町
百
一
坦
坦
3
4
回
h
W
C

巳コ「
ω
n
p
ロ戸

--d雪】
め
豆
田
空
ハ一タ
戸-
u

コ一日」∞百
ω
山由
)。
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説

こ
の
場
合
に
お
け
る
相
殺
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
必
然
で
は
な
く
可
能
な
も
の
だ

(3
;
zug--め
5
5
3
2
vFZ
)
と
い
う
も
の
が
あ
る

(わ

0
5
2
己命的
E

Z

3

-2

2

円)。

逆
に
、
任
意
相
殺
で
は
な
く
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
相
殺
だ
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、

そ
の
よ
う

吾'"、
目問

に
位
置
づ
け
る

一
方
で
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
相
殺
を
主
張
し
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
、
相
債
務
者
が
そ
の
者
に
対
し
て
相
殺
を
求

め
た
り
、
相
殺
抗
弁
の
不
提
出
を
非
難
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

{
E
Z
E
C
E
-
-
。η
2
こ。

効
果
の
点
で
法
律
上
当
然
に
相
殺
が

成
立
す
る
と
み
る
か
は
別
と
し
て
、
相
殺
の
成
否
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
抗
弁
対
抗
を
要
求
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

裁
判
例
に
お
い
て
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
つ
い
て
相
殺
を
認
め
る
判
決
が
あ
れ
ば
、
相
債
務
者
は
債
務
消
滅
を
主
張
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る

B
E
g
-
g
E
5
5
呂
田
え
0
2
Z
含
同
日
m
-
Z
可戸田
C
U
ム
∞
ニ

N
ω
c
c
よ
E

問。
ロ門
ωω
〈

O
U
一-聞き
ODω

コ
N
出回目司自己ム
Z
Z
N
)
O

2 

相
債
務
者
が
先
に
訴
求
を
受
け
た
場
合

a 

対
等
額
全
部
に
つ
い
て
の
相
殺
抗
弁
の
可
否

論
点
は
二
つ
あ
る
。
相
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
と
す
る
条
文
の
理
由
づ
け
と
、
抗
弁
を

一
切
出
せ
な
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
順
に
議
論
を
紹
介
す
る
。

条
文
の
理
由
づ
け
に
さ
い
し
て
は
、

ま
ず
、
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
と
の
紙
触
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
己
主
三

22
2
円
ご
三
二
号

一m
B問。

ドム
N
(
ロ。
Zω

ぬけ宮内
甘一呂丘
四O
コω
百

四

O
叶

)
O
E
ω
2
5
コ門戸
N
コム
N
回
目u
印ω
由
斗
玄
O
Z
「一
O
ロ円
N
2
-
N
白日司自由
-
N
〉

ZUHV、
E

月山口門ム古
N
m
o
m
-
=
。一O
ヨUmw
F
M
m
コ
ω
坦坦

一uuω
印「
mE!

Z
ロ??戸寸ロ
ωω

∞司
ω
u
由ム戸-。。
一ヨE
A
]
命的
ω
D
Z
2
A叩
e
門印
2
H
A
N
U
E
[
一
宮
N
N
N
11ω

玄
E
n
m戸己
?
円ムロ∞
ω
∞古田∞]'}{ロ円・円∞コ戸田
ι
百

N
H
F

回出口己目
可
「mwnhw
ロ[
5
2
吊
旦
回
E
・巳me
「
』

ω

乙
N
S
Z
S
)
。
法
律
上
当
然
主
義
は
、
そ
の
射
程
に
多
数
当
事
者
関
係
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

エ
と
異
な
る
理
解
で
あ
る
(
前
章
第
六
項
第
三
款
参
照
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
説
明
の
仕
方
が
ポ
チ
エ
と
異
な
っ
て
い
る
。
後
述
第
三
款
2
参
照
)。

そ
の
う
え
で
、

一
二
九
四
条
三
項
の
理
由
は
次
の
三
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る

(説明
に
さ
い
し
て
、
論
者
が
条
文
に
批
判
的
な
の
か
告
か
は
、
必
ず
し
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(
1
)
'
 

も
明
確
で
な
い
)
C

①
不
快
な
訴
訟
の
閉
止

第
一
は
、
立
法
過
程
で
み
ら
れ
た
、
不
快
な
訴
訟
の
回
止
で
あ
る
。
反
対
債
権
を
も
っ
者
と
債
権
者
間
の
個
人
的
な
取
引
に
相
債
務
者
が

干
渉
・
詮
索
す
る
こ
と
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
と
っ
て
不
快
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
不
当
な
履
行
引
延
の
口
実
に
も

な
る
と
い
う

e
g
o
-。ョ
Z
-
ζ
白ロ

ω由也百
ωω
出
与
え
円

N∞
ロ
印
印
寸
司
ム

HU'ND
同
旨
、
三
。
ロ
ユ
o
p
昨日ロ

H
N
2
1山田
N
また、

z
z
p
円
∞
ロ
回
出
品
百

NHHIN
も
参
照
)
。

こ
の
理
由
に
対
し
て
は
批
判
が
あ
る
。
法
律
上
当
然
の
相
殺
に
つ
い
て
は
、

二
債
務
の
確
定
(
一
五

E
E
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
(
一
一

一九一

条
)
、
債
務
の
存
在
に
疑
い
の
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

し
た
が
っ
て
、
立
法
過
程
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
採
事
は
起
こ
り
ょ
う
が
な
い

(ECZPF
己
叶
ロ

ωu∞司
ω
5
E三
ミ

Z
E
E
-
5
2
:
二
R
ι
2
5
Z
N
ム由司

ω
g
ま
た
、
後
述
b
参
堕
。
ま
た
、
主
債
務
者
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に

は
保
証
人
に
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
の
だ
か
ら

二
二
九
四
条
一
望
、

不
快
な
訴
訟
と
い
う
の
は
理
由
に
な
り
得
な
い
と
い
う
批
判
も
み
ら
れ
る

(〉
Z
F
3
、。円周回
C
e

門品百
N

日)。

批
判
説
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
確
定
性
要
件
と
は
債
務
の
存
在
お
よ
び
数
量
の
確
定
を
指
す

(
E
Eミ
-
E
S
E
-
3
5
2
E三
戸
己
品
三
∞
ωNl

同∞
ω
ω
-
1
2
寸
ω)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
確
定
性
要
件
を
指
摘
す
る
批
判
は
、

一
応
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

検
討
す
べ
き
は
、
確
定
の
程
度
に
関
す
る
判
例
・
学
説
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
課
題
と
し
て
お
く

(簡
単
な
紹
介
と
し
て
、
川
上
太
郎

『仏
関
西

民
法
皿
』
二
三
四
頁
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
の
場
合
と
の
対
比
を
い
う
批
判
に
は
疑
問
が
あ
る
。
不
快
な
訴
訟
と
い
う
だ
け
で
は
正
当

化
に
十
分
で
は
な
い
と
し
て
も
、
連
帯
債
務
と
保
証
の
差
異
(
次
の
理
由
②
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
)
を
理
由
に
加
え
れ
ば
、
条
文
の
説
明
に
は
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
ま
た
、
後
述
第
三
款
3
参
照
)
。

②
主
債
務
者
た
る
地
位

第
二
の
理
由
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
、
連
帯
債
務
者
各
自
は
債
務
の
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説

全
部
に
つ
い
て
主
債
務
者
の
地
位
に
あ
る
。
互
い
に
保
証
人
で
あ
る
の
は
、
債
務
者
相
互
の
関
係
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

一
二
九
四
条
二

言命

項
は
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

一
般
化
す
れ
ば
、
他
の
者
が
も
っ
反
対
債
権
に
つ
い
て
主
債

務
者
の
地
位
に
あ
る
者
は
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
一
一
項
は
、
こ
の
考
え
方
を
連
帯
債
務
者
に
当
て
蔽
め
た
も
の
で
あ

る
。
三
項
が
二
項
を
承
け
て

「
同
様
に

(
3
5
=
2
2門)」
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る

(
U
2
0
5
5?
一
以
ロ
山
富

E
2
f印
-EZEE-耳
タ

円
印

R
Z
N
U
A
ロ
四
百
戸
由
、
『
同
旨
、
玄
包
雪
国

=m-己
百
戸
ω
H
a
N
)

。

こ
の
理
由
づ
け
の
基
本
的
な
発
想
は
、

ポ
チ
エ
と
同
じ
で
あ
る
(
前
章
第
六
項
第
一
款
第
三
目
参
照
)
。
ま
た
、

一
二
九
四
条
二
項
と
三
項
の
関

係
に
関
す
る
理
解
は
、
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
を
反
映
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
え
る
(
前
述
第
一
回
参
照
)
。

こ
の
理
由
づ
け
に
対
す
る
批
判
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
次
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
保
証
人
の
義
務
は
自
分
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
主
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
帯
債
務
者
は
主
債
務
者
と
し
て
自
分
の
た

め
に
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
相
殺
適
状
の
あ
る
債
務
者
は
、
弁
済
し
た
者
と
法
律
の
う
え
で
同
視
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い

S
E
E
P
己

N
Z
N泊三
ω白
1
3
0
要
す
る
に
、
二
項
と
異
な
り
、
相
殺
を
主
張
す
る
者
と
同
じ
く
反
対
債
権
を
も
っ
者
も
主
債
務
者
の
地
位

に
あ
る
か
ら
、
情
況
が
違
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

③
地
位
の
平
等

第
三
の
理
由
も
連
帯
債
務
の
性
質
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
債
務
者
は
、
出
捕
の
危
険

(
z
n
z
S
2
2
5
2
5
2
Z
号

E
Z
一正〈

E
n
m
E
g
g
-
号

-
1
2
Z
)
を
等
し
い
形
で
背
負
う
。
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
は
、
黙
示
の
合
意
に
よ
っ
て
債
務
者
相
互
間
に
完
全
な

地
位
の
平
等

(
5
3
E
E
z
a巴
忠
宏

2
5
5
0ロ)
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
捕
を
強
制
さ
れ
る
者
は
誰
か
、
そ
れ
を
決
め
る
の

は
偶
然
や
債
務
者
の
意
思
で
は
な
く
、
債
権
者
の
自
由
な
意
思
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

も
し
相
債
務
者
に
相
殺
抗
弁
を
認
め

る
と
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
必
然
的
に
出
揖
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
平
等
が
破
ら
れ
る
。
抗
弁
を
否
定
す
る
の
は
、
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よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
冨
E
ユo
p
円

N

乙
N
2
司

自

由

N
-
3
5
一o
E
Z
L
N
T
L
U
U
E
ω
∞

旦

円

N∞
ヨ

印

印

寸

百

品

N
D
e
P
5
2
品
命
的

2
5
2・
門

印

ロ

エ

Ngω

口

百

NN
伊
豆
Mqzι
骨
耳

目ν

。DF
円
也

コ

AH罰
百

NN印
-
回

mwロ
且
『
山
、

F
M
W
E
p
t
Z
2
内
耳
目
時
己

mwe
門
戸

ω
ロ

HN
h品川
出
百

ω由
{)
1H)
。

こ
れ
と
は
別
に
、
利
益
分
析
の
観
点
か
ら
同
旨
を
い
う
も
の
が
み
ら
れ
る
。

も
し
相
債
務
者
に
相
殺
抗
弁
を
認
め
れ
ば
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
と
っ
て
、
債
務
者
が
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
反
対
債

権
上
の
債
務
者

(
H
連
帯
債
務
上
の
債
権
者
)
か
ら
、
求
償
義
務
者

(H
相
連
滞
債
務
者
)
へ
と
債
務
者
が
変
更
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
更
に
さ
い

し
て
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
や
連
帯
債
務
上
の
債
権
者
は
関
与
せ
ず
、
相
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
変
更
が
生
ず
る
。

か
よ
う
な
帰
結
は
不
当
で
あ
る
。
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
し
て
み
れ
ば
、
相
債
務
者
へ
求
償
す
る
よ
り
も
、
反
対
債
権
を
行
使
す
る
方
が
有

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4)

利
な
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る

(ロ号
2
2
2・
5
コ
O
Z
出

宏

一

P
B四
m
H
A
N
2
2
2
2
2百
一

-2
2
2
ω
古

田

D
∞)
E
E
ミ

E
E
C
E
百

N自
己

O
Z
E
)
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
理
論
化
す
る
も
の
が
あ
る
。

連
帯
債
務
に
お
い
て
は
、
各
債
務
者
が
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
主
債
務
者
の
地
位
に
立
つ

。
そ
の
意
味
は
、
任
意
の
債
務
者
に
対
し
て
債

権
者
が
債
務
の
全
部
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
最
終
的
に
弁
済
義
務
を
負
う
の
は
債
務
者
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
債
権
者

に
よ
る
選
択
が
あ
る
ま
で
は
、
債
務
者
が
確
定
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
人
が
反
対
債
権
を
取
得
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
相
殺
適
状
が
な

く
、
法
律
上
当
然
の
相
殺
は
成
立
し
な
い

(
5
2
5・
Z
Z
ω
∞司

gH
も
っ
と
も
、
法
作
が
定
め
た
こ
と
だ
か
ら
仕
方
な
い
け
れ
ど
も
、
か
よ
う
な
型
繭
は
政
末
な

も
の

(
ω
z
u
z
乙
で
あ
っ
て
、
避
け
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
た
め
に
、
連
帯
債
務
の
幕
本
構
造
に
関
す
る
マ
ル
カ
デ
の
理
解
が
、
こ
の
説
明
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
か

は
疑
問
で
あ
る
)
。

b 

負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
の
可
否

そ
れ
で
は
、
相
債
務
者
は
一
切
の
相
殺
抗
弁
を
提
出
で
き
な
い
の
か
。
学
説
は
わ
か
れ
る
。
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
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説

し
て
、
抗
弁
を
認
め
る
学
説
が
あ
る
。

一
切
の
抗
弁
を
否
定
す
る
学
説
は
、
次
の
理
由
を
挙
げ
る
。

きふ

ロ""

第
一
は
、
条
文
の
文
言
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
二
九
四
条
三
項
は
相
殺
抗
弁
自
体
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
債
務
の
全
部

に
つ
い
て
の
相
殺
だ
け
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う
冨
E
ュo
p
E
Z
M
g

古田町
N
-
0
2
0
Eヨ
Z

門
広
三
宮
古
ω
Z
E
C
E
三
コ

ロ

ωω
由
司
・

2
H
-
E
C
品ミ

E
2
5
2
5
2
E三
戸

己

ω
Z
N日
D

司

ωmN
同
旨
、

U
Z〈
空

間
戸
内
ア

ω
E・
2
c
=
5
.
5
一品

-za円高
ロ

ωコ
司

呂

田

口

o
z
"
の

o
Z
Z
己

何

回

E
Zコ
巾
円
四

ロ]戸

hHNF
Hω【
口
百

MN印
)
。

第
二
は
、
不
快
な
訴
訟
を
回
避
す
る
と
い
う
立
法
趣
旨
が
、
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
に
も
当
て
絞
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

(玄

oc
ユo
p
「

mWCZロ
?
の

o-EE
且ぬ

的
釦
ロ

R
2
P
一onnnn
-円円円
-UEgo-
oヨ
UAY
門

N由
ロ
ム

O
戸

百

ωム
06He
z
z
p
門
∞
口
三
日

ι
司

NHN)
。

こ
の
理
由
づ
け
に
対
し
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
批
判
が
当
て
依
ま
る
で
あ
ろ
う

(
a
①
参
盟
。

現
実
に
も
同
旨
の
批
判
が
み
ら
れ
る
。
反

対
債
権
の
証
明
に
さ
い
し
て
は
、

は
っ
き
り
し
た
証
拠
E
B
雪
2
〈
2
E
E
E
〈
邑

ま
た
は
債
権
者
に
よ
る
自
白

三
三
五
五
条
、
一
三
五
六
粂
参
照
)

も
し
く
は
宣
誓
拒
絶
(
一一二
六
一
条
)
を
使
え
ば
よ
い
と

い
う

S
E「
E
Z
P
Z
N
ロ
色
白
百

E
H)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
は
訴
訟
へ

巻
き
込
ま
れ
ず
に
済
む
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
理
由
は
、
立
法
過
程
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
過
程
で
は
、

ド
マ
や
ポ
チ
エ
の
見
解
が
検
討
さ
れ
た
う
え
で

退
け
ら
れ
て
い
る
(
前
述
第
一
日
参
照
)
。
立
法
者
の
考
え
は
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
e
E号
明
日
空

J
E
E
ミ

E
Eロ
Z

2

:
門田
E
n
Z
L
O
R
E
Z
)
。

(2
)
 

こ
れ
に
対
し
て
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
学
説
は
次
の
理
由
を
挙
げ
る
。
諸
説
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。

反
対
債
権
を
も
っ
者
に
し
て
み
れ
ば
、
完
済
者
に
対
し
て
償
還
義
務
を
負
う
よ
り
も
、
自
己
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
反
対
債
権
で
も
つ

て
解
放
さ
れ
る
方
が
有
利
で
あ
る

(
O
ミ
E
E
P
門

H
M
E
N
u
-
u叶
-
E
Uミ
耳

目

E
-
三
百
N由

E
Z
S
債
権
者
が
無
資
力
で
あ
る
危
険
を
回
避
で
き
る
と
い
う
趣
旨
で
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あ
ろ
う
か
)。

そ
の
一
方
で
、
訴
求
を
受
け
た
相
債
務
者
に
し
て
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
無
資
力
危
険
を
回
避
で
き
る

5
5
2
5
-
こ
N

コム

NU
司印
ω叶∞
e
g
z
=
吊『唱〈。-ム

H
3
2
5
コ

ωゴ
司

N由
ωIA
)。
ま
た
、
訴
訟
循
環
を
回
避
し
て
、
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
な
る

Z
5ミ
Z
E
E
R

三

訴
訟
循
環
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
提
内
容
が
異
な
る
。
債
権
者
・
弁
済
者

反

対
債
権
を
も

っ
債
務
者
の
三
者
間
で
循
環
を
生
ず
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
P
2
5
n
o
z
-
-
r
G

ロo
z
m
含

Z
3問
。
工
N
2
2
2
2
2司一
-ZZOD
m宮
町

O

寸
)
こ
れ
と
異
な
り
、

完
済
者
が
求
償
権
に
碁
づ

い
て
反
対
債
権
を
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
債
権
者
と
弁
済

者
の
間
で
循
環
を
生
ず
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
E
Z
E
F芯
戸
門
印

R
己
N
Z
ロ
印
百
呂
∞
-
玄
E・2
己
P
Z
ロ
∞
ω∞
司
自
∞
凶
)。

こ
れ
に
対
し
て
は
次
の
批
判
が
あ
る
。
相
殺
抗
弁
を
認
め
れ
ば
訴
訟
経
済
に
適
う
と
い
っ
て
も
、

そ
の
実
益
は
大
き
く
な
い
。
省
略
さ
れ

る
の
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
対
す
る
求
償
だ
け
で
あ
る
。
反
対
債
権
の
う
ち
、
負
担
部
分
を
控
除
し
た
残
部
に
つ
い
て
は
、
訴
権
が
残

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(4) 

る
こ
と
に
な
る

(
P
Z
Z
号

m告
書
Z
-
5
Z
A
M
U
-
乙
-
J
N
E
l
g
。

ま
た
相
債
務
者
に
と
っ
て
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
を
主
張
す
る
こ
と
は
、

求
償
権
に
基
づ
い
て
反
対
債
権
を
差
押
え
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い

。
反
対
債
権
を
差
押
え
て
も
優
先
弁
済
権
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の

た
め
に
、
差
押
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
理
由
に
な
ら
な
い

e
g
o
-S
Z
L
Nm
Z
2
百
ω2
'N
e
p
z
E
止
命

的

自

Z
3
-
E
Z
C

σ日
ω
-=
司
NN品
1印-回
ωロ【】
3
、
FMwnω
ロ
EDg--命
伶
仲

田

MW『己
タ
FHω
ロ
]FN
印C
司
ω即
日

ω)。

右
の
ほ
か
に
、
理
論
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
学
説
が
み
ら
れ
る
。

反
対
債
権
を
も
っ
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
。

一
一
一九
四
条
二
項
が
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
相
債

務
者
が
残
余
の
分
に
つ
い
て
相
殺
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る

3
E
E
m--
〈
O一
ω
N
E
A
Z
ロ叶
ωご
二

3

1

2
1ご
ご
。
一
二

E
・5
2
ω
ゴ
司

NUム
l印
ezm「

ηmw且
?
F
AH
ロ∞
ω由司。∞∞
Nlω)
。

こ
の
説
明
は
、
連
帯
債
務
の
理
論
構
造
に
つ
い
て
、
相
互
保
証
の
考
え
方
を
と
っ
た
も
の
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

。
特
に
マ
ル
カ
デ

は
、
各
債
務
者
が
請
求
を
受
け
て
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
債
務
者
の
地
位
に
立
つ
前
で
あ
っ
て
も
、

負
担
部
分
に
つ
い
て
は
義
務
を
負
っ

て

い
る
か
ら
、
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
と
い
う

(こ
れ
は
、

a
③
で
紹
介
し
た
考
え
力
を
前
従
と
し
た
説
明
で
あ
る
)
。
ま
た
、

一
般
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
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説

ト
ゥ
リ
エ
も
相
互
保
証
の
考
え
方
を
示
す

(
前
述
第
二
節
第
四
款
l
)
。
も
し
、
こ
の
二
人
が
相
互
保
証
の
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

相
殺
以
外
の
事
由
に
つ
い
て
も
、
相
互
保
証
の
考
え
方
で
説
明
で
き
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
連
帯
債
務
の
理
論
構
造
に
つ

吾'6、
E岡

い
て
、
別
の
理
解
を
と
る
と
す
れ
ば
、

ト
ゥ
リ
エ
ら
の
説
明
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る

(後
連
第
三
款
4
参
照
)
。

実
質
的
な
観
点
か
ら
両
説
を
み
る
と
、
見
解
の
相
違
は
次
の
三
点
を
ど
う
考
え
る
か
に
帰
着
す
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
に
、
反
対
債
権
を

も
っ
債
務
者
の
無
資
力
危
険
に
対
す
る
回
避
手
段
を
相
債
務
者
に
認
め
る
の
が
妥
当
か
、
第
二
に
、
債
権
者
の
無
資
力
危
険
に
対
す
る
回
避

(
3
)
 

手
段
を
反
対
債
権
を
も
っ
者
か
ら
奪
う
の
は
妥
当
か
、
第
一
一
一
に
、
訴
訟
経
済
と
し
て
求
償
金
請
求
を
省
略
で
き
る
こ
と
は
重
視
す
べ
き
か
、

」
の
三
占
…
で
あ
る
。

以
上
の
議
論
に
関
す
る
体
系
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
第
三
款
で
検
討
す
る
。

裁
判
例
は
次
の
情
況
に
あ
る
。

負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
直
接
に
扱
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
判
決
は
み
あ
た
ら
な
い
。
傍
論
に
お
い
て
、
抗
弁

{4

一

を
認
め
る
判
決
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
(
↓
。
Z
E
E
-
E
E
D
ニ
∞
戸
∞
後
述
第
二
款
第
一
目
参
照
)
。
こ
れ
を
直
接
に
扱
っ
た
判
決
は
ベ
ル
ギ
イ
に
み
ら
れ
る
。

負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
は
否
定
さ
れ
て
い
る

(ng
号由。一也』
Em--ω
』

E
ロ戸∞叶
N

U

Z

∞
戸
N
H
N
∞H
m
H
∞
戸
N

N
叩ご。

第
二
款

保
証
の
場
合

第
一
目

主
債
務
者
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
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主
債
務
者
に
つ
き
相
殺
適
状
が
あ
れ
ば
保
証
人
は
相
殺
を
主
張
で
き
る
こ
二
九
四
条
一
望
。
学
説
は
次
の
理
由
を
挙
げ
る
。

相
殺
適
状
の
存
在
に
よ
っ
て
、
主
債
務
に
つ
き
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
保
証
の
附
従
性
が
作
用
す
る

G
E
E
S
e

門戸
N
ロ品
N
N
司印
ω
]{N
-
玄。
ロユ。
P

円eM
口同品
目ム司寸由寸司〉
CF
『可
己
目
ω
F
丹ム宮町∞
ωBA
・0
。ョ。一
OE
U
戸円
N
∞
ロ印
品由百ム
c
u
-
-
D
Fω己
「

2d
F
門
戸∞ロム
Nω

百品
ω
p
o
m
ヨ
ω
口百止

のo-ヨ己

乱何回目
wp
g
z
タ円四ロ
N
品目
t
昂

Z
N
ム申立
ω
】司品品目
i

斗-「凶
『O
ヨヴ白骨
戸
門
印
可
門

戸N
∞hH
D
H
百戸
坦品印
e
玄
R
Z
ι
ゅ・ヶ品

ロ∞
ω
品百出吋∞
l

由直玄
mw
『E
品骨
2
-
u
o
z
・門
由
コ品目
晶司
N
N
印
zzn-
円∞

ロド白
ω
百
M
O
U
E
-
C
E
=
o
E
E
-
↓E
EZ

含
g
E
5
2
2
ヨ
g
門
除
且自門
E
D
E
n
z
o
ロω
ロ
N
H
U
司
NAJ
ア∞
4

回E
E
ミ
E
E
D
E
ロ耳目。
E

国
号
含
'
こ
ム

コ
H
∞
宏
司
N
D
印
同
旨
、
↓
3
司一吉岡一

o
c
n
m凶
C
C
0
2
ロ2
d
m
ロ円。門品。
mw
可
ω
ロω似の門戸
O
ロω
ロ品寸
O
司品戸寸)。

ま
た
、

」
の
こ
と
は
二

O
三
六
条
一
項
か
ら
も
説
明
で
き
る

(OC
『ω
ロ円。
p
〉
ZUHV
、
止問
mwF

0
2
0
一。ョ
Z
-E
E
-
E
E
ミ
-
E
E
三日常国
内
2
田
町
P

-o
円円
2
n
2
5
芹
条
文
の
文
言
は
前
述
第
一
項
第
一
款
参
照
)
。

一九世紀フランス法における逮帯債務と保証 (4) 

」
の
ほ
か
に
次
の
説
明
も
み
ら
れ
る
。

保
証
人
は
、
自
分
が
解
放
さ
れ
る
た
め
に
主
債
務
者
の
反
対
債
権
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
き
、
利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
(
喜
一
2
=
2
ω

官

ト」

w 
H 
) 。

保
証
人
の
相
殺
抗
弁
を
め
ぐ
っ
て
は
、
三
つ
の
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
保
証
人
の
相
殺
抗
弁
と
相
殺
の
相
互
性
要
件
と
の
関
係

第
一
に
、
右
に
み
た
如
く
、
多
く
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
相
殺
適
状
の
存
在
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
。
こ
の
理
解
は
立

法
過
程
で
も
示
さ
れ
て
い
る
(
回
日
間
三
七
2
2
2
2
-
「-
2
3切
符
号
ω
ヨO
E
P
-
2
5
e
己
ω
百
N
∞ω)
。
ま
た
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
し
て
、
主
債
務
者
が
相
殺

の
利
益
を
放
棄
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
証
人
は
相
殺
を
主
張
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
ま
E
E
忌

2
2
2
=
U
ロ
士
印
百
日
目
結
果
同
旨
、

国E
且ミ
E
E
E
-
Z「
5
2
t
ξ
与一
e
円NA
コ
ニ
印
叶
司
自
(
)
印
ま
た
、

E
Z
『g
F
F
N
∞コ
ω
C
C
司
M
u
m
-
C
Z
一o
E
三
eO
百円二

2
N
ω
N
-
u
N
m
u
'
白()
も
同
旨
か
)。

そ
し
て
、
理
論
的
に

み
て
も
、
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
こ
と
は
、
相
殺
の
相
互
性
要
件
に
紙
触
し
な
い
と
し
て
い
る

(U
E
，
Z
E
D
-
0
2
0-g
Z
U
2
2
Z
一2
2
2
円三。
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5見

こ
れ
に
対
し
て
理
論
的
な
理
解
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
相
殺
を
主
張
す
る
者
に
つ
い
て
相
殺
適
状
が
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
原
則
は
、

論

保
証
人
に
つ
い
て
例
外
を
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
外
が
生
ず
る
理
由
を
保
証
の
性
質
に
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

主
債
務
者
の
抗
弁
一
般
に
つ
い
て
保
証
人
も
そ
れ
を
行
使
で
き
る
(
ニ
O
三
六
条

一
望
か
ら
だ
と
し
て
い
る

3
E
E
-
Z
一
ご

宮司
王
乙
芯

E
S
l
ω
)
。

こ
の
点
に
お
け
る
理
解
の
対
立
は
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
お

い
て
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
が
及
ぽ
す
作
用
を
解
明
す
る
た
め
の
手
掛
り

に
な
る
と
考
え
る
(
後
述
第
三
款
2
参
照
)
。

②
保
証
人
に
よ
る
任
意
相
殺
の
可
否

第
二
に
、
主
債
務
者
に
つ
い
て
相
殺
適
状
は
な
い
け
れ
ど
も
任
意
相
殺
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
言
及
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
次
の
よ
う

に
い
う
。
例
え
ば
主
債
務
が
未
確
定
で
あ
る
た
め
に
相
殺
適
状
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
主
債
務
者
が
も
っ
反
対
債
権
に
つ
い
て
相
殺
適

状
の
要
件
が
備
わ
っ
て
お
れ
ば
、
保
証
人
は
任
意
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
抗
弁
提
出
の
時
点
で
損
害
金
の
発
生
が
止
む

(OZ2w
ロ円。戸円
H
N
2
品N
N
-v
印ωM)
。

①
連
帯
保
証
人
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否

第
三
に
、
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
議
論
が
み
ら
れ
る
。
多
数
説
は
一
二
九

四
条

一
項
の
適
用
を
認
め
る
(
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
後
述
第
二

目
参
照
)
。
次
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。

連
帯
保
証
人
は
検
索
利
益
や
分
別
利
益
を
も
た
な
い
だ
け
で
、
保
証
人
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
(
ロ
ミ
E
Z
P
Z
N
コ品
Nω

百
包
ω-
ヲ・
8
一02明

o
z
η
m
w
c
c
。ロロ
2
g
m
ロ円巾円己命
ω
可
ω
ロωMW25
ロω
口
町

N
N
司品目
ω
印-〉
E
C
『山
、
耳
目
hwF
円晶司自
J

ミ
t
m
z
x
Z
E
D
O
Z
叶・
0

巾E
。-。
ECme
円N
∞
ロ
印
印
斗
古
品
目
叶
∞
eFω
三
宮
d
?

円N
∞
2
N
U
D
百
N
由。-

。。
-
E
E
且命的。ロ
Z
2
I
0
・F
∞ロ
N
寸N
E
ω
-
Z
E
〈司
ω
c
m
寸-回
ωcnHHO可
IFωηω
ロ門戸ロ
mコ
伶
丘
団
ω
『
且
タ
門
戸
ム
ロ
-
∞
目
印
司
N
C
寸
∞
)
。
キ酔れ~、

一
二
九
四
条
一
項
は
保
証
人
全
般
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る

(
O
m
g
g
ヨ
Z
-
E
∞
コ
印印叶

Z
5
4
4
の
E
=
o
E
E

↓E
E
ι
Z
E
E
-
2
2
2
z
hF
宏
2
Z
E
R
C
O
B
E
M
A
百日叩)
。
さ
ら
に
、
同
項
の
理

論
的
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
二

O
三
六
条
は
、
連
帯
保
証
人
に
も
適
用
が
あ
る

3
5
-
o
z
-
P
E
Z
E
e
-
0
2
2口

-
2三一号・
5-
ニ
ヨ
ュ
-
2
ω
叶
ご
N坦
ω
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ロO
Z
H
-
E
Uミ
R
E
F
Z
Z
寸印ロ
OZ
∞
m
門
司
自
∞
ム
ロ
。
耳
目
白

-030一oヨ
Z
-
H
N
∞
ロ
印
印
叶
古
品
目
∞
理
論
的
被
拠
云
々
に
つ
い
て
は
、
前
述
①
参
照
)
。
そ
の
一
方
で
、

九
四
条
三
項
は
説
明
が
困
難
な
例
外
規
定
だ
か
ら
拡
張
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い

P
E
Z
E
-
-
2
2
)。
ま
た
、
同
項
の
理
由
で
あ
る
不
快
な
訴

訟
の
回
避
や
地
位
平
等
の
保
障
と
い
っ
た
要
請
は
、
こ
こ
で
は
働
か
な
い

。
主
債
務
者
は
、

債
務
の
全
部
に
つ
い
て
最
終
的
に
は

一
人
で
、

し
か
も
可
能
な
限
り
債
権
者
に
対
し
て
直
接
に
負
担
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
言
ω
5
&
2
2
E
e
E
Z
H
f
u
N
N
印
こ
れ
と
似
而
非
な
る
理
由
を
挙
げ
る
も

の
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
第
三
款
3
参
照
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
連
帯
保
証
人
に
一
二
九
四
条
三
項
を
適
用
し
て
、
相
殺
抗
弁
を
百
定
す
る
も
の
も
あ
る
。
次
の
理
由
を
示
す
。

連
帯
債
務
に
関
す
る
二
二
六
条
は
、
債
務
者
相
互
の
関
係
に
お
い
て
負
担
部
分
な
き
債
務
者
を
保
証
人
と
み
て
い
る

二一

一
一
六
条
「
連
帯

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

債
務
の
約
定
の
な
さ
れ
た
取
引
が
連
帯
債
務
者
の

一
人
だ
け
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
該
債
務
者
は
相
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
義
務
を
負
ぃ
、
相
債
務
者

二

O
二

一
条
に
よ
り
、
連
帯
保
証
人
の
約
務
に
つ
い
て
は
連
帯

は
該
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
そ
の
保
証
人
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
る
」)
。
そ
の
一
方
で
、

債
務
に
関
す
る
規
定
に
し
た
が
う
(
条
文
に
つ
い
て
は
、
前
述
第
五
項
註

五
)
参
堕
。
両
条
か
ら
す
る
と
連
帯
保
証
人
の
地
位
は
、
主
債
務
者
に
対

す
る
関
係
で
は
保
証
人
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
が
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は
連
帯
債
務
者
と
な
る
。
そ
し
て
、
相
殺
は
債
権
者
に

対
す
る
関
係
で
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

一
一
一
九
四
条
三
項
が
適
用
さ
れ
る

g
E
a
E忌
-
Z
Z
8
Z
E
)
。

こ
の
説
明
に
お
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
を
負
担
部
分
な
き
連
帯
債
務
者
と
同
視
し
て
い
る
。

こ
れ
は
抗
弁
否
定
説
の
論
者
に
固
有
の
も
の

で
は
な
く
、
肯
定
説
の
な
か
に
も
、
こ
の
考
え
方
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る

P
2
2こ
日
∞
Z
N
叶
工
ω
∞
由
n
o
E
Z
号
∞
2
5
2
5
己
怠
U
5
2

官
主
ア
∞
-
E
E
ミ
-E
2
2
5司
吊

2
4
5
F一e円
NA
ロ回
目
印
∞
司
自
己
目
)
。

こ
れ
に
対
し
て
は
次
の
批
判
が
あ
る
。
負
担
部
分
な
き
連
帯
債
務
者
は
、
相
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
の
み
保
証
人
の
地
位
に
あ
る
に
す

ぎ
な
い
(
一

二
二
ハ
条
)
。
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は
連
帯
債
務
者
の
地
位
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
連
帯
保
証
人
は
債
権
者
に
対
す
る
閑

係
で
も
保
証
人
の
地
位
に
あ
る
。
検
索
利
益
や
分
別
利
益
を
も
た
な
い
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
は
附
従
性
が

北法48(2・15)283



説

作
用
し
、
相
殺
に
よ
る
主
債
務
消
滅
の
影
響
が
及
ぶ

e
g
o
-
0
5
2
N
∞
ロ
印
可
三
コ
ー
?
の
。
一
言
ニ
ユ
E
Z
3
・5
2
N
叶N
E
B
-
-
]
百
ω
c
m
-
p
z
Z
E
E
-
O
司のユ

ロ
N
A
司凶叶』由)。
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吾'6.
E岡

以
上
は
、

連
帯
保
証
を
め
ぐ
る
学
説
の
議
論
情
況
で
あ
る
。

裁
判
例
は
次
の
情
況
に
あ
る
。
連
帯
保
証
人
に
よ
る
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
判

決
が
一
件
あ
る
。
し
か
も
、

そ
れ
は
連
帯
保
証
人
に
よ
る
任
意
相
殺
の
抗
弁
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
主
債
務
者
が
も
っ
反
対
債
権
に
つ

い
て
金
額
の
確
定
を
欠
く
た
め
に
、
法
律
上
当
然
の
相
殺
が
成
立
し
な
い
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
判
決
で
は
、
反
対
債
権
の
存
在
が

確
定
し
て
お
り
、

し
か
も
訴
訟
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
金
額
を
確
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
官
は
相
殺
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
た

3

2
一oc
戸
工

E
E
H
∞
戸
問
。
『
O
D
Z
E
同

2
m
E
こ
∞
E

H
∞
戸
N
e
A
E
よ
E

間宮門
ωω
〈

O
U
一日間
ω門戸O
B
ロ
凶
器
白
百
g
ω

ロO
Z
N
)
。
こ
れ
と
異
な
り
抗
弁

(5) 

を
否
定
す
る
判
決
も
あ
る
が
、
傍
論
で
あ
る

(E呂町
-
5
』

E

Z
∞ω
「

3
2
2
Z
E
回日

m
z
こ
∞
HU
ム∞
N
H
-
N
一
色
ωu
言
問
S
F
ご
F
E
E
Z
E
2
2
ω
ω
∞

司
m
O
H
2
0
z
w
N
N
m
m
w
司)。

第
二
目

保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合

保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
て
い
て
も
、
先
に
訴
求
を
受
け
た
主
債
務
者
は
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
二
二
九
四
条
二
項
)
。
連
帯
保
証
の
と

き
で
あ
っ
て
も
同
じ
だ
と
さ
れ
て
い
る

P
E
E
Z
Z
-
5
2
H
N
U
ム
己
主
U
印
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
人
が
先
に
訴
求
を
受
け
て
自
己
の
反
対

(
6
)
 

そ
の
後
は
主
債
務
者
も
こ
れ
を
主
張
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

E
2
ュo
p
円N
コ
ニ
印
四
百
叶
由
ご
。
そ
し
て
、

債
権
に
よ
る
相
殺
を
主
張
す
れ
ば
、

こ
れ
は
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
相
殺
で
は
な
く
、
任
意
相
殺
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
(
ロ
号

E
。
戸
己
N
ロ
品
目
印
。
ニ
N

J
印ωωl
印
-ECミ
耳
目
E
-
Z
E
g

ロ。丹
市
Nω-
。。ョ。
-。
E
F
タ
円'N
∞
ロ印品
斗耳目印]戸司品。∞
i

由
2
A
H
戸，
Ne
「mw巨『伶門
戸?円】
∞ロ品
N
印古品
ω吋
1

∞市
門戸
N
∞ロ
N
自由司叫叶品
e
n
。一ヨ
め円且命的削
WDFm
コid
F
印
ロ
N
品目
F
E
-
-
百ム
ム
叶
え
「
∞

ロ
N
m寸

U
z
-
-
-
司
N
由ωIA-
「mw『O
ヨ
σ芯
2
・片山山町門戸日申ムロ
Nlω

百回甲山
lme
玄

ω2ω
忌
・
て
-
コ
∞
ω
由司自∞
D
-

室町内
ω己命

Z
-
v
o
z
e
F
由コ叫
ω
同百戸∞
o
e
Z
Z

円∞

DHA
山叫百
NHHe



。E
=ozm凶『且
-↓
-E
Zmwι
c
nmw
zz
oロロ
mヨ
mロ門

保
且命ω
円『
MMロωmwn
t
oコω
コ
叫
戸由司

NA
叶'∞-
田
町WZ
己『
『「仰の
E
d円Em--
巾
mF
由自己
m-
【戸
ム
コ戸
∞
】ム官

同印
N-
田町凶己ハ
-3
一司

戸

ωnmw
コ=ロ宮戸
0
2
4宅
ωZe
円NA

2
H
5
2
2
m
)。
ま
た
、
逆
に
保
証
人
が
反
対
債
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、

債
権
者
は
保
証
債
権
と
の
相
殺
を
主
張
で
き
る
と

い
う
も

の
が
あ
る

(
E
Z
E
Z
2
・5
E
E
U
A
Z
Z
u
m
ふ
)
。
そ
の
さ
い
に
は
、
検
索
利
益
や
分
別
利
益
の
留
保
付
で
主
張
で
き
る
と
い
う
が
、
留
保
の

具
体
的
意
味
(
保
証
人
が
再
抗
弁
す
れ
ば
相
殺
抗
弁
が
退
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
財
産
検
索
の
た
め
に
依
権
者
に
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
の
か
)
は
わ
か
ら
な
い

。

主
債
務
者
が
先
に
訴
求
を
受
け
れ
ば
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
き
く
わ
け
で
二
つ
あ

(7) 

る。
第
一
に
衡
平
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、
訴
求
を
受
け
た
の
は
主
債
務
者
で
あ
る
の
に
、
保
証
人
が
出
摘
を
強
い
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
そ

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(4) 

も
そ
も
、
最
終
的
に
負
担
す
べ
き
は
主
債
務
者
で
あ
る

E

E
ユo
p
G
E
ム
印
ご
叶
由
叶
-
P
E
o
Eヨ
UE

N
∞
Z

g

Z

F

p
g
m
ニ
ユ
2
Z
2
2
日ロ
Nム
2

5

-[
古品品叶ゆ円円∞ロ
N白叶

FHω
-ロ
司
N申
ωt
h?
z
cp
円∞ロド白
ω
司
MHO-
回
mwロ込町白一『「釦の宮
MEEm
コ
m
m
門田町出向
白色
巾
門
戸
ム
コ
日
∞
日
ω
百
回一凶]{)。

こ
れ
を
理
論
構
成
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
も
の
が
あ
る
。
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
は
、
相
殺
適
状
が
存
し
な
い
。
保
証
債

務
が
履
行
期
に
な
い
か
ら
で
あ
る

ご
二
九
一条

一
項
「
相
殺
が
成
立
す
る
の
は
、

二
つ
の
債
務
が
・
:
等
し
く
:
・
版
行
期
に
あ
る
な
己包
σ
一
旦
場
合
に
限
ら
れ
る
」
)
。

す
な
わ
ち
、
保
証
債
務
に
つ
い
て
弁
済
期
が
到
来
す
る
の
は
、
債
権
者
が
主
債
務
者
に
訴
求
し
て
、

そ
れ
で
も
主
債
務
者
が
弁
済
し
な
い
時

で
あ
る
(
二
O
二
一条
本
文
「
保
証
人
が
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
義
務
を
負
う
の
は
、
主
債
務
者
が
弁
済
し
な
い
場
合
に
限
ら
れる」
。
ロ
2
0
-s
z
-
n
o
E
E
号

r
z
g
d
z
z
n
-

一02
のの
再
2
-
E
zz
z
-
己
∞ロ品
N
A
U
Z
斗'玄号
E
念
-
E
ロ∞
ω印司町、芯
l

∞
口
同
旨
、
玄
丘
町
〈
ニ
一
戸
門
ω
百
-ω
戸一回
E
岳
町
「
0
2
2
5
。コ
。
2
4〈
与

-
5
ム
コ
ご
印
由
百
呂
田
)。

し
か
し
、
実
質
的
な
理
由
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
の
理
論
構
成
が
当
て
絞
ま
る
の
は
単
純
保
証
人
だ
け
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者

(且E
E
吋司コロ
2
E
)
で
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
だ
け
で
は
理
由
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
学
説
は
、
相
殺
適
状
の
要
件
と
し
て
「
二
人
が
互
い
に
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
、
こ
れ
を

一
般
化
し

て
い
る
の
で
あ
る

2

5
ミ

E
悶

E
-
三
百
M
N
U
Z
5
2
2
Z
N
C
U
2
。一O
E
Z
【
N∞
ロ
印
怠
ゐ

z
m
日
0
1
0叶'U
Z
品ニ
e
「E
Z
E
-
己∞

Z

5

2
ム
ピ
工
ω
戸
N
E
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品N
品-の
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ヨ
m
円内田
m
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m
ロZ21my
円印ロ
N
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FMω
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A
A
m
l
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R
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E
U
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y
片印ロユ戸
N
U
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2
M
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F
由百戸戸∞
l
由
E
-
N
品旦
ω
吋門戸
N
也ムコ

)戸百円由ム
l
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-白川
WZ
巳「〕
T
J

「RHω
ロ戸
5
2
・E
E

E

E

t

z

E

∞C
U
E
-
∞
己
主
品
∞
2
H
印
同
)
。
こ
の
点
に
お
け
る
一
般
要
件
の
付
加
は
、
相
互
性
要
件
を
整
理
す
る
な
か
で
行
わ
れ
て
い
る
子
で

吾£晶

画開

に
紹
介
が
あ
る
。
深
谷
・
前
掲
西
南
法
学
論
集
二
六
巻
一

H
二
号
三
O
一

|
三
頁
参
照
)。

「
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
こ
と
」
の
要
件
が
問
題
に
な
る
場
合
と
し
て
、

学
説
は
専
ら
保
証
の
場
合
を
挙
げ
る
け
れ
ど
も
、
裁
判
例
で
は
合
名
会
社
の
無
限
責
任
社
員
の
事
例
が
み
ら
れ
る

(次
述)。

右
の
情
況
は
、
保
証
人
が
複
数
い
る
場
合
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
対
債
権
を
も
っ
保
証
人
が
先
に
訴
求
を
受
け
て
相

殺
を
主
張
す
れ
ば
、
相
保
証
人
も
債
務
消
滅
を
主
張
で
き
る
。

し
か
し
、
相
保
証
人
が
先
に
訴
求
を
受
け
れ
ば
相
殺
を
主
張
で
き
な
い

(ロ
ロ「
ω
ロ円
o
p
門戸
N
ロ品
N
由
叶
百
四ω
ム日

U
m
E
O
一o
E
u
ny
円N
∞口町四
N

百品
HNe
「ω
「。ョ
u-Eme
円
四
ω
2
H
N
U
ムロ
ω

司同由自-玄白「
nmw
己骨円
ι

ロ∞
ω
白司自∞
O
-

田町
WZ
吾、山
、ー「
ω
n
m
w
D
E
2
2
5
E

回

ω
『【]タ門戸品
P
H
∞戸印百円四
N
)

。

保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
を
め
ぐ
る
一
九
世
紀
の
裁
判
例
は
み
あ
た
ら
な
い

(近
時
に
お
い
て
は
、
銀
行
の
融
資
を
め
ぐ
る
照
筈
賠
償
責
任
に
つ

い
て
判
例
が
発
展
し
た
結
果
と
し
て
、
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
つ
き
裁
判
例
が
み
ら
れ
る
0
2
ヨ一司一
(
V
E
t
o
E
。ョ
m
ロ門旦伺
E
・2
2
2
E
5
5
2
2
N
E
-
s
-

コ
立
ω
よ
司
印
叩
D
l
H
参
照
)
。
し
か
し
、
純
然
た
る
保
証
人
で
は
な
い
が
、
合
名
会
社
の
無
限
責
任
社
員
に
関
す
る
判
決
が
あ
る
。
会
社
債
権
者
が

社
員
に
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
社
員
個
人
の
反
対
債
権
に
よ
る
相
殺
抗
弁
を
出
し
た
事
例
で
あ
る
。
社
員
の
債
務
は
従
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、

対
立
二
債
務
が
主
た
る
債
務
で
あ
る
こ
と
と
い
う
相
殺
適
状
の
要
件
を
欠
く
か
ら
、
そ
れ
は
任
意
相
殺

(Z
2
3
2
2
5
2
『

3
-
5
5
)

だ
と
判

断
さ
れ
た

B
E
g
-
呂
志
ロ
〈
戸
∞
3
-
O
司戸∞
3
e
N
4
U
D
H
』

O
Z
『E
E
E
E
U
Z
E
Z
号
g
ヨヨ
g

2
戸∞コ
e
N
ω
C
依
権
者
が
死
亡
し
て
相
続
人
が
限
定
承
認
し
た
等
の
事
情
に
よ

り
、
任
意
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
か
よ
う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
相
殺
抗
弁
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同よコ
ω

∞ヨ
E
H
∞日
D
e
U
可戸田印
0

・N
e
-
∞∞
)。
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第
三
款

連
帯
債
務
に
関
す
る
諸
議
論
の
位
置
づ
け

1 

問
題
点
の
提
示

」
こ
で
は
三
つ
の
こ
と
を
検
討
す
る
。

第
一
に
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
連
帯
債
務
や
保
証
の
場
合
で
あ
っ
て
も
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
が
作
用
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
(
前
述
第
一
款
第
二
目
2
a
、
第
二
款
第一

目
①)。

そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
、
連
帯
債
務
者
や
主
債
務
者
が
相
殺
を
主
張
で

き
な
い
場
合
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
条
文
が
相
殺
法
理
に
適
合
し
な
い

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(4) 

(
前
述
第
一
款
第
二
目
2
a
)
。
こ
の
こ
と
を
、
保
証
等
の
場
合
に
関
す
る
説
明
か
ら
検
証
し
て
み
る
。
そ
の
う
え
で
、

一
二
九
四
条
三
項
に
関
す

る
諸
理
由

(前
述
第

一
款
第
二
目
2
a
)
を
、
比
較
法
研
究
の
観
点
か
ら
如
何
に
位
置
づ
け
う
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
二
に
検
討
す
る
の
は
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
-
認
め
る

か
否
か
の
点
に
つ
い
て
、
右
と
同
じ
観
点
か
ら
各
説
を
如
何
に
位
置

づ
け
う
る
か
で
あ
る
。

第
三
に
、
相
殺
抗
弁
の
議
論
に
は
連
帯
債
務
の
性
質
に
注
目
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
性
質
論
が
相
殺
の
問
題
を
超
え
て

妥
当
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2 

一
二
九
四
条
三
項
に
関
す
る
諸
説
明
の
位
置
づ
け

一
二
九
四
条
三
項
が
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
に
調
和
し
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
こ
こ
で
は
、
主
債
務
者
が
反
対

債
権
を
も
っ
場
合
に
お
け
る
保
証
人
の
抗
弁
に
関
す
る
説
明
と
対
比
す
る
。

多
数
説
に
よ
れ
ば
、
保
証
人
が
相
殺
を
主
張
で
き
る
の
は
、
主
債
務
に
つ
い
て
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が

北法48(2・19)287



説

っ
て
、
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
こ
と
は
、
相
殺
の
相
互
性
要
件
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
説
に
よ
れ
ば
保
証
人
が
抗
弁

で
き
る
の
は
、
相
殺
を
主
張
す
る
者
に
つ
い
て
相
殺
適
状
が
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
原
則
に
対
す
る
例
外
で
あ
る

(
前
述
第
二
款
第

一
目
①
参
照
)
。

吾ι
白岡

こ
れ
ら
の
説
明
に
さ
い
し
て
は
、
両
説
と
も
ニ

O
三
六
条

一
項
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、

そ
の
意
味
あ
い
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
多
数
説
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
同
項
に
よ
っ
て
保
証
人
が
援
用
で
き
る
主
債
務
者
の
抗
弁
と
は
、
法
律
上
当
然
の
相
殺
に
よ
る

主
債
務
の
消
滅
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
証
人
は
相
殺
の
形
成
を
求
め
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る

(こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
も

あ
る

0
5
2且
土
品
目
∞
ωム
古
田
寸

U
)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
説
で
あ
る
ト
ゥ
リ
エ
の
説
明
か
ら
は
、
異
な
る
構
成
を
導
く
こ
と
も
で
き
る
。
相

殺
は
法
律
上
当
然
に
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
主
債
務
者
が
も
っ
相
殺
抗
弁
を
二

O
三
六
条
一
項
に
よ
り
援
用
す
る
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
構
成
で
あ
る

(相
殺
の
効
果
は
と
も
か
く
、
成
立
に
つ
い
て
は
ポ
チ
エ
が
こ
の
俄
成
を
と
っ
て
い
た
と
師
附
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
京
第
六
柄
引
第
三
款
参
附
じ
。

両
説

は
こ
の
よ
う
に
凄
?
っ
。

両
説
の
考
え
方
を
基
に
し
て
、
保
証
人
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る。

反
対
債
権
を
も
た
な
い
連
帯
債
務
者
や
主
債
務
者
は
相
殺
を
主
張
で
き
な
い

。
こ
の
こ
と
を
理
由
づ
け
る
さ
い
に
、
少
数
説
の
構
成
を
使

え
ば
説
明
は
容
易
で
あ
る
。
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
の
は
例
外
で
あ
っ
て
、
連
帯
債
務
者
や
主
債
務
者
に
つ
い
て
は
原
則
に
戻
っ
て
、
相
殺

を
主
張
す
る
者
に
つ
い
て
相
殺
適
状
が
必
要
だ
と
い
え
ば
よ
い

。
ま
た
、
保
証
人
に
つ
い
て
例
外
を
生
ず
る
理
由
は
、
連
帯
債
務
者
や
主
債

務
者
に
存
し
な
い
(
ニ
O
三
六
条
二
現
と

二

δ
八
条
二
項
の
関
係
に
つ
い
て
、
註

(
2
)

イ
参
照
)
O

こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
説
の
構
成
を
と
っ
て
、
主
債
務
者
に

つ
き
相
殺
適
状
が
あ
れ
ば
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
他
の
場
合
を
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
論
理
的
に
は
、
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
に

つ
い
て
相
殺
適
状
が
あ
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
保
証
人
が
反
対
債
務
を
も
っ
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
互
い
に
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主
た
る
債
務
者
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
か
ら
相
殺
適
状
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

{前
述
第
二
次
第

二
目
参
照
)
。

し
か
し
、
連
帯
債
務
の
場
合
は
説
明
で
き
な
い
(
こ
の
観
点
か
ら
の
批
判
と
も
な
り
う
る
議
論
に
つ
い
て
、
前
述
第

一
款
第
二
目
2
a
②
参
照
)
。
ま

た
、
他
に
、
相
殺
の

一
般
要
件
の
観
点
か
ら
、
連
帯
債
務
者
に
よ
る
抗
弁
の
不
許
を
説
明
す
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い

。
こ
れ
は
次
の
こ
と

を
示
す
と
考
え
る
。
連
帯
債
務
の
場
合
に
お
い
て
相
債
務
者
が
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
は
、
相
殺
の

一
般
的
要
件
論
か
ら
は
説
明
で
き

(8
)
 

な
い
、
学
説
は
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
連
帯
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
を
比
較
法
研
究
の
観
点
か
ら
考
え
る
さ
い
に
、

一
二
九
四
条
三
項
に
関
す
る
諸
理
由

一九世紀フランス法における連管債務と保証 (4) 

を
如
何
に
位
置
づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
法
を
日
本
法
の
参
考
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
日
本
法
は
相
殺
の
成
立
に
媛
用
を

要
求
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
情
況
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
で

一
二
九
四
条
三
項
の
理
由
づ
け
は

相
殺
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
殺
の
成
否
に
関
す
る
原
則
と
例
外
が
逆
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
差
異
に
も
拘
ら
ず
、
負
担
部
分

の
限
度
で
抗
弁
を
許
す
か
否
か
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
の
議
論
は
、

そ
の
利
援
分
析
の
点
で
参
考
に
な
り
う
る
と
考
え
る

(次
述
)。

3 

負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
抗
弁
の
可
否
に
関
す
る
議
論
の
位
置
づ
け

負
担
部
分
の
限
度
で
抗
弁
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
議
論
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
抗
弁
否
定
説
の
論
者
が
、

そ
の
結
論
は
解
釈
論
と
し
て
止
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

ぞ
れ
は
、
連
帯
保
証
人
に
関
す
る
説
明
か
ら
い
え
る
。
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
は

一
二
九
四
条

一
項
を
適
用
し
て
、
主
債
務
者
が
も
っ
反

対
債
権
に
よ
る
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
説
が
み
ら
れ
た

(前
述
第
二
款
第

一
日
③
)
O

こ
の
説
を
紹
介
す
る
さ
い
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
理
由
づ
け
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説

を
こ
こ
で
扱
う
。
そ
れ
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
連
帯
保
証
に
関
し
て
連
帯
債
務
の
規
定
を
準
用
す
る
二

O
二

一
条
は
、
債
権
者
に
対
す
る
連

北i法48(2・22)290

帯
保
証
人
の
約
務
に
つ
い
て
準
用
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
保
証
人
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い

。
そ
し

=-.6、
自問

て、

一
二
九
四
条
三
項
が
連
帝
債
務
者
に
つ
い
て
相
殺
抗
弁
を
否
定
し
た
理
由
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
の
利
益
保
護
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
不
快
な
訴
訟
・
他
人
の
取
引
へ
の
無
遠
慮
な
口
出
し

・
反
対
債
権
を
取
得
し
た
と
い
う
偶
然
に
よ
る
出
掲
強
制
、
こ
れ
ら
を
回
避
す

る
た
め
で
あ
る
。
三
項
は
、
債
権
者
の
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い

。
以
上
の
こ
と
か
ら

(こ
こ
か
ら
が
、
第
二
款
で
紹
介
し
た
理
由
づ

け
と
異
付
了
、
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
連
帯
保
証
人
が
保
証
人
の
地
位
に
立
つ
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、

一
二
九
四
条
三
項
で
は

な
く
一
項
を
適
用
す
る
べ
き
で
あ
る

S
2
0
一O
E
O
-
E∞
ロ
印
2
Z
H
U
N
G
E
E
-
2
?
己∞

Z
N
寸
三
ω∞
u
p
z
zニ
ユ
吉
5
2
5
2
2目

Z
-〈

Z
A
叶
∞
-

Z
5
-
E
E
H
m
A
百

N
H
N
-
E
E
ミ
o
E
2
5
2
2
2
Sよ
Z
-
円
Nムロ
ニ印
∞
司
自
己
出
向
旨
、

0
5
B
E
D
-門
戸

N
コム
Nω

官印
ωω
)。

」
の
議
論
は
、

一
二
九
四
条
三
項
の
趣
旨
を
割
酌
し
て
、
内
部
関
係
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
地
位
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議

論
か
ら
推
論
し
て
連
帯
債
務
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
負
担
部
分
の
限
度
で
抗
弁
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
反
対
債
権
を

も
っ
者
の
負
担
部
分
が
一

O
割
で
あ
る
場
合
に
は
、
相
債
務
者
に
よ
る
抗
弁
を
否
定
す
る
理
由
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
(
右
の
説
明
を
す
る
論
者

の
う
ち
、
負
担
部
分
な
き
連
帯
債
務
者
と
連
帯
保
証
人
を
同
視
す
る
も
の
は
、
現
実
に
そ
う
考
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
E
C
Z
Z
e
n
o
-
E
E
宏
明
言
百
コ
戸
田

E
且
ミ
・
「
再
吉

E
耳
目
。
円
巧
を

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
前
述
第
二
款
第

一
目
③
参
照
)
。
ま
た
、
負
担
部
分
が

一
O
割
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
負
担
部
分
に
つ
い
て
の

相
殺
抗
弁
を
否
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
説
明
が
必
要
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
連
帯
債
務
と
連
帯
保
証
に
関
し
て
説
明
の

一
貫
性

を
欠
く
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
う
る
説
明
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
負
担
部
分
が
対
等
額
の
一
部
に
あ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、

も
し
抗
弁
を
認
め
る
と
一
部
相
殺
の
形
に
な
る
が
、

か
よ
う
な
事
態
は
相
殺
が
法
律
上
当
然
に
成
立
す
る
構
造
と
は
調
和
し
な
い
と
説
明
す

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
、
相
殺
適
状
の
要
件
で
あ
る
確
定
性
を
反
対
債
権
自
体
は
充
た
し
て
い
て
も
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺

さ
ら
に
負
担
部
分
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
訴
訟
遅
延
を
も
た
ら
す
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
か
よ
う
な

抗
弁
を
認
め
る
た
め
に
は
、



説
明
を
現
実
に
示
す
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
否
定
す
る
議
論
と、

連
帯
保
証
に
関
す
る
議
論
と
は
、
平
灰
が
合

わ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
え
る
と
考
え
る
。
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
を
認
め
な

い
見
解
は
、
立
法
過
程
で
抗
弁
否
定
説
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(前
述
第
一
款
第
二
目
2
b
お
よ
び
註

(
1
)

参
照
)
。負

担
部
分
を
限
度
と
す
る
連
帯
債
務
者
の
相
殺
抗
弁
に
つ
い
て
、
右
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(4) 

比
較
法
研
究
の
観
点
か
ら
抗
弁
否
定
説
を
考
え
る
場
合
に
お
い
て
、

ば
、
そ
れ
は
抗
弁
肯
定
説
と
の
対
立
の
中
で
示
さ
れ
た
理
由
づ
け
、
特
に
利
益
分
析
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
が

そ
の
結
論
は
参
考
に
な
る
ま
い
。
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ

不
快
な
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
不
当
だ
と
い
う
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
と
い
う
の
も
、
時
効
援
用
権
を
め
ぐ
っ
て
、

同
旨
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
局
面
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
実
に
は
そ
の
議
論
が
み
あ
た
ら
な
い
た
め
に

(
後
述
第
八
項
第

一
款
第
二
目
l
末
尾
参
里
、
理
由
づ
け
の
射
程
を
広
く
捉
え
る
べ

き
で
は
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
も
そ

も
こ
の
理
由
づ
け
は
、

そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
説

そ
の
説
明
は
他
の
債
務
消
滅
事
由
に
ま
で
及
ぶ
も
の
だ
、
そ
う

理
解
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ

と
も
、
こ
れ
は
比
較
法
研
究
の
観
点
か
ら
み
て
、

一
二
九
四
条
三
項
が
法
直
感
に
合
致
し
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

明
で
あ
る
。

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
考
え
方
と
し
て
一
般
化
し
て
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
そ
の

よ
う
に
位
置
づ

け
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
離
れ
て
現
代
の
日
本
に
つ
き
考
え
る
場
合
に
は
別
問
題
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
不
快
な
訴
訟
は
不
当
だ
と
い
う
考
え
方
自
体
は
そ
れ
な
り
に
納
得
で
き
る
の
で
あ

っ
て
、

日
本
法
と
し
て
こ
の
考
え
方
を
時
効

や
相
殺
に
つ
き
一
貫
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
り
得
る
議
論
で
あ
ろ
う
。
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説

そ
の
具
体
的
な
結
論
は
妥

そ
の
一
方
で
抗
弁
肯
定
説
に
つ
い
て
は
、
立
法
過
程
の
議
論
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
が
主
張
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、

当
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
理
由
づ
け
も
参
考
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、
連
帯
債
務
の
一
般
理
論
を
探
る
と
い
っ
た

::.6. 
5岡

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
抗
弁
肯
定
説
の
議
論
に
は
疑
わ
し
い
点
も
あ
る

(
4
で
述
べ
る
)。

こ
の
ほ
か
、
連
帯
保
証
人
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
に
、
参
考
に
な
り
う
る
議
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
一
二
九
四
条
三
項
準
用
の
可
否
を
論

ず
る
に
あ
た
っ
て
連
帯
保
証
人
の
地
位
が
議
論
さ
れ
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
着
目
す
る
見
解
と
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
に
着
目
す
る

見
解
と
が
み
ら
れ
た
。
相
殺
抗
弁
の
問
題
を
考
え
る
さ
い
に
重
視
す
べ
き
は
対
外
関
係
な
の
か
内
部
関
係
な
の
か
、

そ
う
い
っ
た
分
析
視
角

を
こ
の
議
論
は
与
え
て
く
れ
る
。

4 

相
殺
抗
弁
の
可
否
を
め
ぐ
る
議
論
に
あ
ら
わ
れ
た
連
帯
債
務
の
性
質
論

諸
議
論
の
な
か
に
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
に
理
由
を
求
め
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
二
九
四
条
三
項
の
説
明
に
お
い
て
、
連

帯
債
務
者
各
自
が
主
債
務
者
の
地
位
に
立
っ
と
か
、
地
位
の
平
等
が
保
障
さ
れ
る
、
訴
求
ま
で
は
債
務
者
が
確
定
し
な
い
、

か
よ
う
な
性
質

が
連
帯
債
務
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
議
論
に
お
い
て
、
相
互
保
証
構
成
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
性
質
は
、
相
殺
抗
弁
の
問
題
を
超
え
て
連
帯
債
務
の
一
般
理
論
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
よ
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
連
帯
債
務
の
一
般
理
論
が

一
二
九
四
条
三
項
の
理
由
づ
け
に
現
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。
一
一
一
項
の
理
由
づ
け
は
、
所
与
の
結
論

(条
文
)
を
正
当
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い

。
こ
の
た
め
に
、

三
項
を
他
の
多

数
当
事
者
関
係
へ
類
推
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
さ
い
に
同
じ
理
由
が
当
て
絞
ま
る
か
否
か
は
決
め
手
に
は
な
る
ま

ぃ
。
し
か
し
、
三
項
の
理
論
的
問
題
は
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
と
の
関
係
に
あ
る
。
連
帯
債
務
の
一
般
理
論
は
、

そ
れ
を
相
殺
の
理
論
と

組
み
合
わ
せ
て
も
三
項
が
で
て
こ
な
い
と
い
う
限
度
で
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い

。
こ
の
た
め
、

三
項
を
正
当
化
す
る
た
め
に
連
帯
債
務
理
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論
が
査
曲
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
除
け
ば
三
項
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
も
連
帯
債
務
理
論
は
正
し
く
現
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
三
項
の
正
当
化
を
め
ぐ
る
諸
議
論
を
み
て
み
る
。
議
論
の
う
ち
、
債
権
者
に
対
し
て
各
自
が
主
債
務
者
の
地
位

に
立
っ
と
の
理
由
づ
け
や
、
地
位
の
平
等
を
保
障
す
る
と
の
理
由
づ
け
は
、
他
の
事
由
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
み
ら
れ
る

(
前
述
第
五
項
註
(
盟
、

前
日
即
第
四
款
1
)
。
も
っ
と
も
、
主
債
務
者
の
地
位
に
立
つ
と
い
う
理
由
づ
け
は
、

債
務
消
滅
事
由
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
事
由

(
前
節
第
二
款

で
扱
っ
た
も
の
)
を
め
ぐ
っ
て
、

そ
こ
に
出
て
き
た
相
互
保
証
構
成
に
対
す
る
反
対
理
論
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
債
務

者
の
地
位
に
立
つ
と
い
う
理
由
づ
け
は
、
相
殺
抗
弁
を
否
定
す
る
説
明
と
し
て
そ
れ
な
り
に
納
得
が
い
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
論
は
債
務

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4)

消
滅
事
由
に
つ
い
て
も
妥
当
し
う
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
が
訴
求
に
よ
っ
て
選
択
す
る
迄
は
債
務
者
が
確
定
し
な
い
と
い
う
法
律
構
成
や
相
互
保
証
構
成
に
つ
い
て
は
事

情
が
異
な
る
。

マ
ル
カ
デ
は
二
つ
の
構
成
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
が
連
帯
債
務
に
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
条
文

の
結
論
を
正
当
化
す
る
一
方
で
、
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁
肯
定
説
を
導
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
連
帯
債
務
者
の
相
殺
抗

弁
に
限
定
さ
れ
た
理
論
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
連
帯
債
務
の
性
質
と
し
て

一
般
化
す
る
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
と
い

う
の
も
、

マ
ル
カ
デ
自
身
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
訴
求
ま
で
は
債
務
者
が
確
定
し
な
い
と
い
う
説
明
は
条
文
を
正
当
化
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
う
え
に
、

そ
れ
自
体
が
疑
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
他
の
事
由
に
つ
い
て
同
旨
の
説
明
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
も
な

ぃ
。
ま
た
、
こ
の
説
明
は
相
互
保
証
構
成
と
併
せ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
相
互
保
証
構
成
に
つ
い
て
も

一
般
化
を
考
え

て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

マ
ル
カ
デ
が
相
互
保
証
構
成
を
用
い
て
示
し
た
説
明
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
で
に
得

ら
れ
た
分
析
視
角
に
よ
れ
ば
、
相
殺
抗
弁
の
問
題
は
対
外
関
係
で
の
も
の
だ
と
考
え
る
立
場
と
、
内
部
関
係
で
の
問
題
だ
と
す
る
立
場
と
が
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説

マ
ル
カ
デ
は
、

そ
の
論
旨
を
対
外
関
係
で
の
問
題
だ
と
し
て
構
成
し
た
た
め
に
、
理
論
的
な
技
巧
を
凝
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

あ
っ
た
。

の
で
あ
る
が
、

む
し
ろ
内
部
関
係
で
の
問
題
だ
と
し
て
構
成
す
べ
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
な

~Å 
B岡

ら
ば
、
債
権
者
に
対
し
て
は
各
自
が
主
債
務
者
の
地
位
に
立
つ
と
考
え
る
立
場
か
ら
も
は
ず
れ
ず
に
、
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
抗
弁

を
肯
定
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

マ
ル
カ
デ
は
相
殺
抗
弁
を
対
外
関
係
で
の
問
題
だ
と
し
て
、
連
帯
保
証
人
を
負
担
部
分
な
き

連
帯
債
務
者
と
同
列
に
お
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
相
殺
抗
弁
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
見
失
っ
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(1
)
説
明
に
さ
い
し
て
、
論
者
が
理
論
的
な
観
点
か
ら
そ
の
説
明
を
正
当
な
も
の
と
考
え
、
ま
た
結
論
を
妥
当
と
考
え
て
い
る
か
に
は
疑
い
が
あ
る
。

む
し
ろ
、
条
文
が
あ
る
以
上
は
止
む
を
得
な
い
説
明

・
結
論
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
実
に
も
、
理
論
的
な
観
点
か
ら
か
よ

う
な
態
度
を
明
示
す
る
学
説
が
あ
る

P
E
E
r
円
コ
ロ
ωω
∞
三
包

lp玄
ω
2
主
主
ご
∞
ヨ
ム

E
g
H
)。
ま
た
、
負
担
部
分
の
限
度
で
も
相
殺
抗
弁

を
認
め
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
は
抗
弁
否
定
説
を
と
り
な
が
ら
も
、
抗
弁
肯
定
説
の
妥
当
性
に
同
意
す
る
も
の
が
あ
る

(O
C
〈空間

5・

ω
R
t
z
吊
:
。
一ω
N
E
5
2
8
1
S
D
O
E
r
:
。-
A

Z

E

5
2
ω
ゴ
百
M
U
印
【
百
広
三
。
さ
ら
に
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
の
は
、

解
釈
論
の
限
界
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
明
示
す
る
も
の
も
あ
る

(「ち
ロi
P
2
2
0
Z
E
匂
ム
一
戸
お
ご
。

今
日
の
判
例
は
、
二
一
九
四
条
三
項
を
特
則
だ
と
し
て
、
全
部
義
務
者
へ
の
適
用
を
否
定
す
る
お
日
ω
2
こ

N
U
2
2

呂
田
町
田
三
一

2
こ
Z
2
H

u
m
H申
白
斗

e
]
N
H
]
(
U
T
H
U
由∞
-
--
emι
。
-
ド
日

ω
印印
M
O釦
N

可

ω
一
回由自
J
?

「
叶町
一の
ω
ω
ω
n
。ョ
e
H
U
」

E
=
戸叩
∞
N
e
回己
=
門戸〈{〈

ロ
N
叶∞
u
U
印日由∞
N-
一回ム
H
叶H
」
の
司
-
由
∞
N
-
一〈

丸
山

ι
c
-
ω品
目

N

のM
W
N

-vmw

一H
由
∞ω-
7
司ω
ロ
ω
印M
F
2
2
ω
ω
『旬、品
川門ロ寸
ω
N
)
。

(2)
本
文
に
挙
げ
る
理
由
の
ほ
か
に
、
次
の
点
を
い
う
学
説
が
み
ら
れ
る
。

イ
保
証
人
は
、
主
債
務
者
に
純
粋
固
有
の
抗
弁
を
行
使
で
き
な
い
。
し
か
し
、
主
債
務
者
の
も
つ
反
対
債
権
に
よ
る
相
殺
抗
弁
を
、
保
証

人
は
主
張
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
殺
抗
弁
は
純
粋
固
有
の
抗
弁
で
は
な
い

(U
C
E
D
Z
P
こ
N
コ
ム
N
U
百回
ω
∞)。

こ
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
デ
ユ
ラ
ン
ト
ン
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
法
に
固
有
の
用
語
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
の
抗
弁
に
つ
い
て
、
民
法
は
諸
抗
弁
を
種
類
分
け
す
る
。
連
帯
債
務
者
の
一
人
や
主
債
務
者
に
と
っ
て
純
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一九世紀フランスj去における連帯債務と保証 (4) 

粋
固
有
の
抗
弁
会
2
2
2ち
o
g
E
Z
E
E

ヨ
2
0ロロ
mニ
自
)
に
つ
い
て
、
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
は
抗
弁
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
二

二
O
八

条
二
項
、
二
O
三
六
条
二
項
。
文
言
に
つ
い
て
は
、
前
述
第

一
項
冒
頭
参
照
。
ま
た
、
保
証
に
つ
い
て
は
二

O
二
一
条
に
類
似
の
定
め
が
あ
る
)
。
デ
ユ
ラ
ン
ト
ン
は
、

純
粋
固
有
の
抗
弁
と
い
う
用
語
に
着
目
し
、
保
託
に
お
い
て
相
殺
が
純
粋
固
有
の
抗
弁
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
も
同

じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る

こ
般
に
連
帯
債
務
に
お
い
て
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
が
主
張
で
き
る
も
の
は
、
固
有
抗
弁
ま
た
は
単
純
国
有
抗
弁
(
一2
2
2
E
0
5

巴吉司
一2

2円
三
2
3
2
=2
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
)
。

し
か
し
、

こ
の
立
論
は
他
に
支
持
を
み
な
い
。
こ
れ
は
、
次
の
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

抗
弁
事
由
の
う
ち
錯
誤
・
詐
欺
・
強
迫
に
つ
い
て
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
純
粋
固
有
の
抗
弁
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
主
債

務
者
に
錯
誤
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
に
内
在
す
る
抗
弁
(
一2
2
2ヌ
5
2
5
Z
2
2
2
三

二
E

Z
5
三
六
条

一
項
の
用
語
|
|
前
述
第

一
項

で
は
「
債
務
に
附
著
す
る
」
と
訳
し
た
が
改
め
る
)
だ
と
し
て
、
保
証
人
に
抗
弁
を
認
め
る
の
が
通
説
で
あ
る
(
デ
ユ
ラ
ン
ト
ン
も
こ
の
点
で
同
旨
o
E
2
2
2
4

己

H
D
N
N
D
司凶寸

ωム

2
己
∞
コ

ω寸
由
司
土
日

l由
こ
れ
に
対
し
て
、
後
掲
の
マ
ル
カ
デ
H

ポ
ン
は
、
保
証
人
に
よ
る
抗
弁
を
否
定
す
る
)
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
通
説
は
、

連
帯
債
務
と
保
証
と
で
は
「
純
粋
固
有
抗
弁
」
の
内
容
を

異

に

す

る

と

し

て

い

る

ヨ

ε一o
Z
E
E-E
2
2
2
Z二
2
可

B
E
n
t。ロ
ω
Z
S

古品

ω斗，∞-〉
ZF『
可
耳
目
mwF
門
ム
古
田
∞
ωlムロ
O
Z
H印
Um
E
O一。
E
F
F
FNm
ロ
ω∞町古
ωNH
eω
「
E
。
E
C
-AJーーの円
ω
E
門戸

NO
∞ロ

円。
百
ム
印
由

l白
c
z
z
n
-
円
-
N
E
N
k品
品
百
日
叶
U
I

∞
o-

回
E
己
ミ

E
Eロ立
コ耳
目巾
え
回
同
母
-
門
戸
ω
コ
HN
ム
ω
司
ω印由
3

寸
回
室
内
}
ミ

E
n
E
2
2
2命
E
g
与
一
戸
Nム
コ
宝
∞
コ印()叶
t

∞
こ
れ
と
州
共
な
り
用
語
内
容
は
同
一
だ
と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、
具
体
的
に
着
目
し
て
い
る
の
は
行
為
無
能
力
等
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
連
帯
債
務
と
保
証
の
双
方
に
お
い
て
純
粋
附
有
抗
弁
と

一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
事
由
で
あ
る
。

U
2
2
z
z
。。
-E
E
号
∞
E
Z
Z
戸
片
印
ロ

Z
N
2
Z
N
Zこ
司

N
N
O
N
-
U
2
2
z
-
E
ロ
N
S
司
Nヨ
∞
一
三
宮
内
山
己
P
Z
D
2
由官
印
己
ム

錯
誤
・
詐
欺

・
強
迫
に
つ
い
て

も
、
連
帯
債
務
と
保
証
の
双
方
に
お
い
て
純
粋
固
有
の
抗
弁
だ
と
い
っ
て
、
用
語
内
容
の
同

一
性
を
貫
徹
す
る
の
は
、
玄
号
E
忌

2
2
D
F
E
コ
ω∞∞司
Nご
だ
け
で
あ
る
)
。

デ
ュ
ラ
ン
ト
ン
は
自
説
の
理
由
づ
け
を
法
典
の
用
語
に
求
め
て
い
る
が
、
「
純
粋
固
有
抗
弁
」
概
念
に
関
す
る
通
説
を
前
提
と
す
る
限
り
、
そ
の

説
明
は
説
得
力
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
デ
ュ
ラ
ン
ト
ン
の
説
明
に
支
持
者
が
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
だ
と
推
測
さ
れ
る

(純
粋
凶
有
抗
弁
概
念
の
中

身
が
連
帯
債
務
と
保
証
と
で
異
な
る
例
と
し
て
、
相
殺
抗
弁
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
。
りの
ヨ
o
一。
ヨ
宏

一。η
2
門
)。

な
お
、
前
述
の
如
く
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
抗
弁
が
分
類
さ
れ
て
純
粋
固
有
抗
弁
や
単
純
固
有
抗
弁
と
い
っ
た
用
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿
で

は
こ
の
用
語
を
極
力
用
い
な
い
で
諸
議
論
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
通
説
が
連
帯
債
務
と
保
証
で
内
容
を
違
え
て
い
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。

論
者
に
よ
っ
て
分
類
の
仕
方
も
異
な
る
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
用
語
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る

こ
と
は
、
本

稿
読

者

の
混
乱
を
増
す
ば

か
り
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ュ
ラ
ン
ト
ン
や
マ
ル
カ
デ
H
ポ
ン
の
よ
う
に
、
抗
弁
の
分
類
用
語
に
着
目
し
て
自
説
を
展
開
す
る
議
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説

論
は
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
か
よ
う
な
議
論
は
適
宜
紹
介
す
れ
ば
足
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
も
し
、
相
債
務
者
が

一
切
の
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る
地
位
の
平
等
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

完
済
を
受
け
る
た
め
に
、
債
権
者
が
相
債
務
者
へ
か
か
っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る

お。
一
言
二
命的

E
5
2
-
5
Z
色

Z

-
口
司
N
N
KH
)

。

こ
の
理
由
づ
け
は
、
地
位
の
平
等
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る

(前
述
本
文
a
③
参
附日)
。
も
っ
と
も
、
コ
ル
メ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
テ
エ
ル
は
、
結
論
と

し
て
相
殺
抗
弁
を
否
定
す
る
。
地
位
の
平
等
よ
り
も
、
不
快
な
訴
訟
の
回
避
を
重
視
す
べ
し
と
考
え
る
の
で
あ
る
行
0
5
2
己命的自門巾『
H

，
m
-
O百

2
門

司

e
N
N
印
)
。

ハ
ロ
オ
マ
法
文
(
司
8
5
0
品
目
一

NLO)
の
解
釈
を
理
由
に
挙
げ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
5
5
2
5
P
己
N
コム

N
U
'
g
Z
3
22

こ
の
法
文
に
つ
い
て
は
前

章
第
六
項
第
一
款
第
二
日
参
照
)
。

(
3
)
こ
の
占
…
を
日
本
法
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
に
は
、
債
権
者
の
無
資
力
危
険
を
回
避
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

求
償
要
件
と
し
て
の
事
前
通
知
制
度
が
そ
れ
で
あ
る

(日
本
民
法
四
四
三
条
一
型
。

こ
の
た
め
に
、
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
に
つ

い
て
考
え
る

さ
い
に
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
保
護
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
。

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
と
事
情
が
異
な
る
。
明
文
に
よ
り
事
前
通
知
義
務
が
剖
附
さ
れ
て
い
る
の
は
保
証
人
だ
け
で
あ
る

(一一

2
三
条
)
。
学
説
に
は
、
こ
の
義
務
を
連
帯
債
務
者
に
課
す
も
の
が
あ
る

(
「E
O
ヨ

Z
Z一
己
主

-
N
Z
乙
ム
司
ム
坦
由
工
ロ
戸
口
乙

2
1
a
EE
ミ
'

「
R
2
5
3
:円
四
号
斥
三
ω
ロ】
N
叶

D

百
ω
∞D
ま
た
、

0
2
0
-oEZ-ζ
由コム
N

∞百
ω
白
?
?
も
問
旨
か
)
。
こ
の
説
を
と
れ
ば
、
情
況
は
日
本
法
と
同
じ
に
な
っ

て
、
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
を
考
え
る
さ
い
に
、
機
会
保
障
を
考
慮
す
る
必
然
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
も
し

連
帯
債
務
者
に
事
前
通
知
義
務
を
認
め
な
い
説
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
を
考
え
る
さ
い
に
機
会
保
障
を
考

慮
す
べ
し
と
す
る
議
論
は
、
あ
り
う
る
立
論
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
右
は
日
本
法
か
ら
み
た
評
価
で
あ
る
。
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
問
題
と
事
前
通
知
義
務
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
実
に
問

題
連
関
が
認
識
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
特
に
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
は
、

事
前
通
知
義
務
を
認
め
る
と
同
時
に
、
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺

抗
弁
も
認
め
る
。
た
し
か
に
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
相
殺
期
待
を
保
障
す
る
と
い
う
点
で
、
二
つ
の
問
題
は
完
全
に
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
と
い
う
問
題
に
お
い
て
は
、
相
殺
期
待
の
保
障
が
負
担
部
分
の
限
度
に
と
ど
ま
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
通
知
義
務
と
相
殺
抗
弁
の
双
方
を
認
め
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
問
題
連
関
の
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

。
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

し
か
し
、
双
方
と
も
認
め
る
こ
と
は
、
別
の
考
慮
事
由
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
事
前
通
知
を
受
け
て
相
殺
抗
弁

を
主
張
し
な
い
と
決
断
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
相
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
す
る
こ
と
は
妥
当
か
と
い
う
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を

妥
当
と
す
る
立
場
は
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
が
こ
の
問
題
を
認
識
し
て
い
て
い
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

(
4
)
学
説
に
は
、
こ
の
判
決
を
引
く
も
の
が
あ
る

S
Z〈
E
円0
2・
5
5
Z
白

色

m
Z
E岡
市
戸
ム

N
2
2
2
2
2
百
-2

5
ロ
ω
E
C∞
)
p
z
a
z
-
a
E
ニ，o
z
=
吊
:
。
一
品

J
E
-
2
ω
ゴ
司

N
U
T
S
Z
R
〉ロ
Uミ
Z
E
E
-
三
百

Nm『
M
O
Z
H
P
E
E
ミ
E
2
5
2
2
0
2
E
E
タ
己
ω
コ
HN印口
百
ω
S
E
E
-
-

し
か
し
連
帯
保
証
人
に
よ

る
相
殺
抗
弁
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
だ
か
ら
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
判
示
は
傍
論
で
あ
る
。
学
説
も
参
考
判
決
と
し
て
引
用
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
と
は
別

に
、
相
殺
抗
弁
を
負
担
部
分
の
限
度
で
認
め
る
か
の
如
き
判
決
が
あ
る

(2・5-
∞」
E
一
二
∞H
M
-

吉
岡
2
円
ωω
〈

O
Z
£
E
5
ロ

:
z
u】

司
ω
O
∞
ロ
oz
こ
。
し
か
し
、
事
案
が
不
詳
で
あ
る
た
め
に
、
抗
弁
を
認
め
た
判
決
だ
と
は
断
一
言
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
件
で
は
、
被
告

と
な
っ
た
連
帯
債
務
者
が
、
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
に
対
し
て
債
権
を
も
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
反
対
債
権
を
差
押
さ
え
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
理
由
と
な
っ
て
い
る

(
結
果
と
し
て
相
殺
抗
弁
は
負
抱
部
分
に
限
ら
れ
る
形
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は

一
審
が
連
情
依
務
の
関
係
か
ら

相
殺
を
認
め
、
そ
れ
に
対
し
て
債
権
者
"
反
対
債
権
上
の
債
務
者
が
控
訴
し
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
)
。

こ
の
判
決
は
差
押
債
権
者
に
よ
る
相
殺
主
張
の
問
題
と
し

て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

検
討
対
象
を
今
世
紀
ま
で
広
げ
る
と
、
相
殺
抗
弁
を
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
が

3
号
2
E
C
2
2
0
F
E
且
2
H
由
N∞
-
U
Z
H
S
P
』
呂
∞)
、
こ
れ
も

傍
論
だ
と
い
え
る
。
主
論
に
お
い
て
、
反
対
債
権
の
存
在
・
金
額
が
確
定
し
て
い
な
い
と
し
て
、
相
殺
適
状
を
百
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
も
し
反
対
債
権
が
確
定
し
て
い
る
と
し
て
も
、

一
二
九
四
条
三
項
に
よ
り
相
債
務
者
は
抗
弁
で
き
な
い
と
す
る
に
す
ぎ
な
い

。

さ
ら
に
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
を
認
め
た
判
決
と
し
て
の
訟
印
円
-
〈
-

N
品
忌
門

戸
∞
ω
品
(
巴
∞
臼
印
-
「
ニ

τ」
Z
『

間

2

5ω
〈

OU
--問さ
O
B
P
N寸
D

印
司
自
己
∞
ロ
O
Z
H
)
を
引
く
も
の
が
あ
る
ま
E
E且
夕
立
ロ
∞
ω由
司
自
∞
ω
E
z
-
-
2
N
Z
L
-
2
ヨ
E-nEe百
E
z
-
-
E
E
r
E
F
閉
め百
2
2
2

四
郎

2
2
F
J
E
F
E
D
Z
E
ι
E
こ
Z
2
n
E
ω
己
N
〈

(
い

Oヨ
ヨ
ロ
g
z
oコ
コ
-ωω
司印

ω印
)。

し
か
し
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
自
身
に
よ
る
相
殺
抗
弁
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
争
点
は
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
相
殺
の
可
否
に
あ
る
。

(5
)
主
論
に
お
い
て
は
、
反
対
債
権
が
弁
済
に
よ
り
消
滅
し
て
お
り
、
相
殺
の
対
象
に
は
な
り
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
も
し
そ

う
で
な
い
と
し
て
も
、
連
帯
保
証
人
は
主
債
務
者
に
つ
い
て
の
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
と
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
事
案
は
、
債
権
者
が
主
債
務

者
所
有
の
不
動
産
を
競
落
し
て
い
た
た
め
に
、
連
帯
保
証
人
が
抗
弁
し
て
、
主
債
務
と
競
落
代
金
債
務
と
の
相
殺
を
主
張
し
た
と
い
う
も
の
で
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説

あ
る
。
し
か
し
判
決
で
は
、
競
落
代
金
か
ら
抵
当
権
者

(
こ
の
以
当
権
者
が
紙
当
権
を
も
つ
か
に
つ
い
て
も
争
い
が
あ
っ
た
)

が
配
当
を
受
け
た
の
で
あ
っ

て
、
競
落
代
金
債
務
は
消
滅
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
に
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
世
紀
に
お
い
て
も
争
わ
れ
て
い
る
。
下
級
審
裁
判
例
は
分
か
れ
て
い
た
な

か
で
、
破
致
院
判
例
は
抗
弁
を
認
め
た

(
P
2
2
こ
-ご
E

H
坦
∞
い
回
三一

2
Z
H
S
N
O
m
-
u
E
-
』目
印
N"
「

2

:
=
R
Z
N∞
学
説

・
紋
判
例
に

つ
き
詳
し
く

は
、
的
戸
ヨ
-2
・(リ
E
t
o
ロロ命ヨ
2
2
F
問

ω
Eロ
E
S
E
-
5
2
0
E
F
P
由
自
由
司
印
ω品
ふ
参
照
)。

(
6
)
こ
れ
と
異
な
る
説
明
も
み
ら
れ
る
。
保
証
人
が
反
対
債
権
を
取
得
し
て
相
殺
を
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
主
債
務
者
は
解
放

さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

3
5
吾
認
-
F
E
E
-
o
E
2
2
2
二
2

3
ロ
EηZ03ω
コム叶
O

E
コ
)。

ま
た
、
主
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
せ
な
い
こ
と

を
説
明
す
る
に
さ
い
し
て
、
保
証
人
が
解
放
さ
れ
て
も
主
一
債
務
は
存
続
し
う
る
か
ら
だ
と
い
う
も
の
が
あ
る

δ
Z
5
5
P
己
N

コ
ムN
品
百
印
ωω)
O

こ

れ
ら
は
、
保
証
人
に
つ
き
相
殺
が
生
じ
て
も
、
主
債
務
者
に
は
影
響
が
及
ば
な
い
と
す
る
説
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
相
殺
に
も
拘
ら
ず
主
債
務
者
は
債
権
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
、
そ
う
論
者
が
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
右
の
説
明
は
、
任

意
相
殺
の
成
立
に
よ
り
主
債
務
者
が
求
償
義
務
を
負
う
点
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
右
の
論
者
は
、
求
償
権
の
成
立
要
件
と
し
て

債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
主
債
務
者
の
解
放
を
挙
げ
、
こ
の
要
件
を
充
た
す
場
合
の
一
つ
と
し
て
保
証
人
に
つ
い
て
の
相
殺
の
成
立
を

挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
O
E
g
g
p
己
∞
乙
ム
U

E寸
C
-
3
8
5認
-
一o
n
E
F
ロ
ωN
印
2
ω
ω
N
SU
司
NU
N
Z
N
2
8
ご
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

右
の
説
明
は
こ
こ
で
の
問
題
に
関
係
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

(7
)
本
文
で
挙
げ
る
理
由
の
ほ
か
に
、
相
殺
を
主
張
し
て
い
る
二
当
事
者
間
で
債
権
が
対
立
す
る
関
係
に
な
い
こ
と

(相
瓦
性
要
刊
の
欠
如
)
を
挙
げ

る
も
の
が
あ
る

S
Z〈
5
2
c
ュ-
G
百

Ha
相
互
性
要
件
が
対
象
と
す
る
想
定
事
例
に
つ
い
て
は
、
深
谷
・
前
掲
前
商
法
学
論
集
二
六
巻
一
H

二
号
三
O
一
|
三
頁
参
照
)
。

し
か
し
、
も
し
こ
の
説
明
で
足
り
る
の
で
あ
れ
ば
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
相
債
務
者
が
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
も
相
互
性
要
件
の
欠
如
か

ら
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
連
帯
債
務
に
つ
き
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
条
文
が
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
と
整
合
的
で
な
い
と

い
う
(
第
一
款
第
二
目
2

1
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
相
互
性
要
件
の
欠
如
を
い
っ
た
だ
け
で
は
説
明
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(8)
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
別
の
点
か
ら
も
い
え
る
。

他
の
多
数
当
事
者
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
も
、
一
二
九
四
条
三
項
は
例
外
規
定
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
連
帯
債
権
者
の
一
人
が
反
対
債
務
を
負
う
場
合
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
学
説
の
う
え
で
争
い
が
あ
る
。
多
数
説
は
、
対
等
額

の
全
部
に
つ
い
て
債
務
者
が
相
殺
を
主
張
で
き
る
と
す
る
(
後
掲
の
ほ
か
、

o
z
E
コ
FOPFHH
乙
叶
∞

1

2
叶・〉ロ
σ
ミ

Z
E
Z
戸
品
三
コ
2
Z
2
2
0
Z
寸
-

テ4
5岡
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

Z
5
-
E
ロ
ωC印
百
品
。
寸
∞
少
数
説
は
、
抗
弁
の
範
囲
を
該
債
権
者
の
持
分
に
限
定
す
る
。
。
。
-2
2
0
5
?
5
2
Z
斗
宏
一
ω
吉
岡
均
二

O
(口。
5
2
2司一
5
5
2
百四
CN)e

玄
里

E
忌
-
Z
ロ印坦∞

E
C
C
)
。
そ
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
一
一
一
九
四
条
三
項
は
説
明
が
困
難
な
例
外
規
定
だ
か
ら
、
こ
れ
を

連
帯
債
権
に
拡
張
す
、
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

B
Z〈
雪
間
号
-
E『
叶

2
=吊
『

e〈。一
ω
N
E
-
E
2
叶
N日
三
念
コ
O
Z
F
-
U
2。-o
ヨ
σ
戸
己
自
己
申
ω

主
印
斗

∞
-
PZ
Z
且
命
的
自
雪
P

G
DH
ωC
F
5
2
司
NOM
-E
Zヨ
z
z-
Z
E
--u∞
ロ
∞司

ω叶印
-
E
E
ミ

E
2
5
2
2
2
回
E
己タ門戸

ω
三

日品印百

M
g
少
数
説
の

中
に
も
問
じ
こ
と
を
い
う
も
の
が
あ
る
。
「
2
2コ
戸
三
斗

E
N
S
-】
日
立
ま
た
、
連
術
保
証
の
場
合
に
関
す
る
同
旨
の
指
摘
に
つ
き
、

第
二
款
第
一
目
③
参
聞い)
。

そ
の
一
方
で
、
不
可
分
債
務
に
つ
い
て
は
連
帯
債
務
と
同
じ
に
扱
う
べ
し
と
い
う
も
の
が
あ
る
(
「
号
s
z
z
-
5
2
H
N
S
E
E
D
C
連
結
依
務

の
場
合
に
は
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
に
抗
弁
を
認
め
る
説
を
と
っ
て
い
る
)
。
連
帯
債
権
の
場
合
と
平
灰
を
合
わ
せ
て
い
な
い
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二

一九
四
条
三
項
が
例
外
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
可
分
債
務
へ
の
類
推
を
否
定
す
る
も
の
も
あ
る

よ
う
で
あ
る

e
z
m
E
E
-
p
z
gヨ
宮
E
5
2
2
号
ω
号
E
コ号
2
2
0ロ〈
E
C
2
2
E
E
-
-
∞
E
-
Z
M
m
l
ω
(未
見
。

2
2雪
国
雪
ヨ
言

n
E
司
2
5
-
Z
E
m
m
E
F
忍
ヨ
ュ
0
2
同

b
z
z一

"
J
E
F
E五
5
ι
z
z
-
こ
5
2
ω

乙
N
〈の
Oヨ
ヨ
ロ
ZEOD
ロ
z
f
u
E
m
に
よ
る
)
)
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
学
説
は
不
可
分
債
権
債
務
の
相
殺
に
言
及
し
て
い

な
い
。
特
に
、
性
質
に
よ
る
不
可
分
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
相
殺
適
状
の
要
件
で
あ
る
目
的
物
の
代
替
可
能
性
を
欠
く
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
(
回
0
5
ω
E包
タ
手
O』
2
-
5
2
5
E
ロ
E
H
司斗目印

z
x
z
z
s
z
N
参
照
)
。

(
9
)
先
に
紹
介
し
た
理
由
づ
け
に
お
い
て
は
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
主
債
務
者
と
連
帯
保
証
人
の
地
位
に
着
目
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

正
確
に
い
え
ば
、
そ
う
読
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、

本
文
で
扱
っ
て
い
る
議
論
は
、
連
帯
保
証
人
の
地
位
を
債
権
者
に
対
す
る
関

係
と
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
と
で
対
比
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
の
地
位
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

第
七
項

混

同

二
ニ

O
O条
「
債
権
者
た
る
地
位
と
債
務
者
た
る
地
位
と
が
同
一
人
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
当
然
に
混
同
を
生
じ
二
債
権
は
消
滅
す
る
。
」

一
二

O
九
条
「
債
務
者
の

一
人
が
債
権
者
の
単
独
相
続
人
と
な

っ
た
場
合
ま
た
は
債
権
者
が
あ
る
債
務
者
の
単
独
相
続
人
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
混

北法48(2・31)299



2見

同
に
よ
る
連
帯
債
務
の
消
滅
は
当
該
債
務
者
ま
た
は
債
権
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
。」

一一一一

O
一
条
一
項
「
主
債
務
者
に
つ
い
て
生
じ
た
混
同
は
保
証
人
の
利
益
と
な
る
。」

雪'1'>.
ロ問

二
項
「
保
証
人
に
つ
い
て
生
じ
た
混
同
は
主
債
務
の
消
滅
を
も
た
ら
さ
な
い
。」

三
項
「
債
権
者
に
つ
い
て
生
じ
た
混
同
に
よ
っ
て
相
連
帯
債
務
者
が
利
益
を
得
る
の
は
、
そ
の
債
権
者
が
債
務
者
と
し
て
負
う
負
担
部
分
に
限
ら
れ

マ
hv

。」

概
説

混
同
に
関
す
る
議
論
は
少
な
く
、
裁
判
例
も
殆
ど
み
あ
た
ら
な
い

。

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
き
混
同
が
成
立
す
る
と
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
。
当
該
債
務
者
の
負
担
部
分
を
控
除
し
た
残
部
に
つ

い
て
、
相
債
務
者
の
債
務
が
存
続
す
る
の
で
あ
る

ご
二
O
九条、

二
二
O
一
条
三
項
)。

こ
こ
に
い
う
負
担
部
分
と
は
、
無
資
力
者
が
い
る
場
合

の
分
担
部
分
を
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る

3
2
-一
固
め
「
〈

O一
二
百
円
高
ロ
ム

ωC
百

ωN
m
-
u
g
c
-0
5
2
N
E
Z
D
J
ω
品
目

e
p
-Z

ニユ
E
E
-
2印
コ

N印
ωUz--
-
豆町田

「司。3
可。
ヨ
0" -ro. 
吋
巾

門

w 

"' 円門
戸

N 
o 
U 

ロ
れ2.。
よ弘
、、1
C刀
) 。

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
理
由
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
説
明
が
あ
る
。

第
一
は
、

ポ
チ
エ
が
ロ
オ
マ
法
文
を
受
け
継
い
で
挙
げ
た
理
由
で
あ
る
。
混
同
に
よ
っ
て
、
債
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
債

務
者
の
人
格
が
解
放
さ
れ
る
か
ら
だ
と
い
う

(U
E
E
Z
P
Z
N
Z
N由
百

四

ω円
U
Z〈
5
2
5
4
5
1叶
∞

lu
-
g
Z
E
-
g一
ム

H
3
z
z
コ

品

UC
司

ω
N
m
-
E
q
Z
円

国

mwF
円
品
目

uN叶
Z
N品
HEN-Oめヨ。
一OEFme
門

N品
目

品

。

品

百

ω品
仏

府

民

門

叫

∞

ロ

叶

NU
司
印
出

D
H
)。

し
か
し
、
こ
の
説
明
だ
け
で
は
当
該
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
る
理
由
に
は
な
っ
て
も
、

そ
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
相
債
務
者
が
債
務
を
免
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れ
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
を
補
う
よ
う
な
形
で
第
二
の
説
明
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
の
説
明
に
よ
る
と
、
混
同
は
債
務
を
履
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
履
行
を
不
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
履
行
が
不

可
能
と
な
っ
た
限
度
で
混
同
の
効
果
を
生
ず
る
に
と
ど
ま
る

(
U
2
0
一s
z
-
f
N
G
三
官
官
ω
主
1
3
=
N
∞
ロ叶
N
也
官
印
由
?

?

E
号
g
三

二

乙

g

z

a

z

門
同
∞
ロ
品
由
。
官
印
D
ω
-
U
m
E
m
w
ロZ
E
n
o
}
ヨ内山内田命的
ωロ
円
。
コ
タ
円
印
ロ
H
ι
ω
u
z
-
2
N
印
ω
司
N
N
∞
E
AH出品

目-玄
hEAMWP?
円
品
コ白戸
、吋
官印
HAH-
田宮】岳山
、
「ω円
mwD
HE
胃
5

2
回

ω
コ芯-
円
】品

ロ
H
U
D
∞古
NhN)
。
ま
た
、

も
し
相
債
務
者
に
対
す
る
全
額
の
請
求
を
認
め
れ
ば
、
逆
に
債
権
者
兼
債
務
者
は
求
償
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、

は
じ
め
か
ら
負
担
部
分
を
減
額
す
る
方
が
自
然
だ
と
い
う

E

E
ユo
p
G
E
N
m
ご
ニ
品
目
印
古
田
町
N
f

r
二
ゴ
-
E
2
5
-
z
-
己
E
H
H
N
G
U

E
Z寸
印
)
。
こ
れ
ら
の
説
明
に
さ
い
し
て
は
、
「
原
告
自
身
が
追
奪
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
抗
弁
に
よ
っ
て
訴
求
は
退

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4)

け
ら
れ
る
(
宮
E
E
2
n
C
O
Z
E
Z
E
5
2
ロ
含
ヨ
者
三
2

2
芳三円
2
2
3
。
)
」
と
の
法
諺
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
元
々
は
追
奪
担
保
責
任
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
0
3
E
mア
〈

g
z
p
戸
田
町
参
照
)
。

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
理
由
と
な
り
得
る
の
は
、
第
二
の
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
説
明
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、

そ
こ
に
い
う
負
担
部

分
と
は
求
償
関
係
に
お
け
る
そ
れ
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

債
権
者
と
主
債
務
者
と
の
聞
で
混
同
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
保
証
人
は
解
放
さ
れ
る

こ
一一一
O
一
条
一
項
)
。
そ
の
理
由
は
二
通
り
あ
る
。

第
一
は
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
の
理
由
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
訴
求
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
保
証
人
は
弁
済
す
れ
ば
債
権
者
兼
主
債
務
者
へ

求
償
で
き
る
。

こ
の
た
め
に
「
担
保
義
務
を
負
う
者
は
追
奪
で
き
な
い
」
と
の
抗

弁
に
よ
っ
て
保
証
人
は
訴
権
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

(玄
O
Z
E
D
-
門
N

E

念
日
ミ
コ
-
E
Uミ
再

開

E
-
E
司
Nム
N
ロO
Z
5
0
2
0
一。ョ『
戸門
N
∞

ロ斗
N
AH
官印町田
-
F
ω
E
d
HM庁-円
H
∞
ロ
印
D
H
百四
H
N
-
D
m
ヨ
ω
ロZ
m
円
。
。
一
ヨ
旦
乱
巾
印
mHMZ28mr
円ι
ロ
N
印
ω
2
N日
ω
σ
E
一
司
品
目
品
印
e

「EaO
ヨ
E
5
2w
門印

ω
ユ
H
ω
O
H
コ同百
N
品U
'
印O
FAP「
の

mw己
b
E
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NO史認・N)甲山崎科

Pont
.
 t.9
 n
.4
1
7
 p.
226; H
u
c. 
t.
8
 n.177 p.226 et 

t.l
2
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第
二
は
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債
務
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消
滅
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と
し
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対
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も
の
で
あ
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し
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同
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擬
制
弁
済
だ
と
す
れ
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債
権
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兼
保
証
人
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求
償
権
を
取
得
し
、
原
債
権
を
代
位
行
使
す
る
こ
と
に
な
る

こ
二
五
一
条
三
号
、
二
O
二
八
条
)
。
そ
れ
で
も
、
原
債
権
が
消
滅
し
て
い
な
い

も
の
と
し
て
そ
れ
を
行
使
し
た
方
が
債
権
者
に
と
っ
て
有
利
だ
と
す
る

es。一
sz・
5
∞ロ斗
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∞官印
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し
か
し
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利
だ
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
意
味
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
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む
し
ろ
こ
の
点
で
は
代
位
す
る
の
と
同
じ
だ
と
す
る
批
判
が
あ
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(の。
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m
円
ι
命的
ω
ロ宮
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円印ロ
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ω
F
E
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古品目
印)。

共
同
保
証
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
言
及
す
る
も
の
は
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
と
い
う
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一円
∞
三
ゴ
百
N
N
m
E
己
N
P
M
品H

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (4) 

官
同
誌
相
保
証
人
の
債
務
は
消
滅
し
な
い
と
い
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も
の
も
あ
る
が
、
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れ
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負
担
部
分
型
絶
対
効
を
否
定
す
る
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は
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で
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。
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前
章
第
七
項
参
照
)
。

抵
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権

に

つ

い

て
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抹

消

登

記
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あ

れ

ば

、

抹

消
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記

に

劣

後

す

る

(U
Z
『
m
W
2
E
P
円
N
C
E
N
U
A
司
ム
也
品
'
印

も
っ
と
も
、

〉
E
σ
ミ
m
門
田
E
-
二
百
品
∞
∞
-
O
E
Z
E
E
-
、
H，
E
門
会
号
ω
百
2
5
一定
2
h
r
Z
司
0
5
2
2
2
Z
ロ
戸
∞
宮

古
N
H
H
同
旨
、

回
E
号
『
'
E
2
2
5
2
0
2
品
。
「o
ヨ2
e
門
M叶

ロ
N
M
印
ω
三
∞
∞
反
対
、

「MWZ同
-mロ
戸
門
ω
H
ロ
ω
白
叶
-
u
ω
印
、吋』∞)。

(l
)
 

第

二

は
、
混
同
を
生
じ
た
後
に
該

債

権

者

が

債

権

を

譲

渡

し
た

場
合

で

あ

る

。

譲

渡

契
約

は

当
事

者

間

で

は

有

効

だ

が

、

第

三

者

に
対

し

(2) 

て
は
主
張
で
き
な
い

。

こ

の

た

め

に

、

保

証

債
権

や

抵

当

権

・

質

権

は

復

活

し

な

い

と

し

て

い

る

5

5

2
5
p

こ
Nコ

ム∞

J
印
∞
∞
∞
再
三
田
口
印
N
由

官印
品∞

P
↓円。司-o
ロ
明
一
o
n
nz-4。z一-吊戸

〈O
一品
]
戸
古
川
W
2
5
2
品臼∞

司
ω
ω
o
l
--
玄
O
E
--0
2
e
円
N
2
H
A抽出品百
寸
寸
N
-
〉
ロ町『
可
己

目
ω
z
e
円
ム
官
N
ム
叫
旦
ム
ム
∞

コ
o
Z
吋
-
0
2
ddo一
。
ョσ
戸
円
N
∞

ロ
叶
ω
也
官
印
、
吋
N
B
ω
-
「
号
O
E
U
M昨
2
-
円
e
印
R
門
戸
ω
D
D
D
H晶司
N
ω
m
e
寸
-
玄
凶
「
の
包
m
e
円
ム
ロ
∞
由
H
司
自
由
印
e
玄
m
w
Z
ω
且
ぬ

2
司
0
コ
?
円
坦
ロ
品
N
H
百
M
N
J
?
z
c
n
e
門
∞
ロ
戸
寸
由
百
N
N
∞
-
回
m
z
e
『
「ω2ロ・

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(4) 

5

3
:
円国
防三
戸
己
品
口
同
三
日
司
N
A
寸
-
E
E
ミ
・
「
R
E
E
D
m2
2
ニ
。

「
。
ョ
2
・
F
N斗

DNN印
ω
工
∞
∞

反
対
、

c
z
Z
E
'
F
H
∞

ロ
印
C
寸
志
コ
∞
E
F
ω
H
E
ω
∞
∞
百
ω
印
∞
第
三
者
に

対
し
て
も
復
活
を
主
張
で
き
る
と
す
る
)
。
そ
の
法
律
構
成
に
つ
き
、
債
務
関
係
自
体
が
復
活
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
言

す

る

も

の

が

あ

る
。
債

務
の
復
活
で
は
な
く
、

も

し

元

の

債

権

が

消

滅

し

な

け

れ

ば

得

ら

れ

た

は

ず

の

利

益

に

つ

き

賠

償

義

務

が

発

生

す

る

に

す

ぎ

な

い

と

い

う

(O
Z
J
ニ
ロ
n
o
z同，
F
門
ω
ロ
o
z
w
ω
色
。
Z
司
ω
間
内
∞
由

(ロ
O
Z
ω
Z
m
x
司
-
Mnω=。ロω百円
吋印)-。。
一ヨ
巾門島
市印釦
コ
吉
田・27円印

ロ
N印印

FE---司
品
目
∞
由
)

O

(1
)
裁
判
例
も
、
混
同
し
た
債
権
に
つ
き
譲
渡
契
約
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
の
当
事
者
間
で
は
譲
渡
の
効
力
が
あ
る
と
し
て
い
る

(2
2
σ

略予

戸
∞
呂
町
ω
戸∞∞子

』g
『
問。
ロ
ω口百立

門
戸戸

〈
O
U
一回聞
き
OD
ω
コ
ロ
ω
寸
司
ωωω

ロo
Z
H
"
の
日
2
一回
∞
∞
品
-
N
・
2
3
一
M
N
(
母
が
父
に
対
し
て
特
有
財
産
の
取
一民
権
を
も
っ
て

い
た

と
こ
ろ
、

子
が
父
母
を
相
続
し
た
後
に
取
一
一
戻
権
を
兄
弟
へ
譲
渡
し
た
場
〈
凸
)
-
P目
立

ヨ
司
ω
同
∞
コ
-
宕
『
O
コ
Z
己
C

同
日
目
2
吋
戸∞
】
凹
同
∞
H
∞e
「

N由UH』
C

『
間2

5

D

〈
何
ヨ
回
開
芯

コ
ロ
寸
司
印
H
白
ロ
O
Z
H
(
定
期
金
債
権
に
つ
き
、
国
庫
が
村
落
共
同
体
の
財
産
を
固
有
化
し
て
定
期
金
債
権
者
に
な
る
一
方
で
、
定
期
金
債
務
者
の
財
産
を
没
収
し

た
こ
と
に
よ
り
混
同
を
生
じ
た
が
、
そ
の
後
に
、
定
期
金
債
権
を
共
同
体
へ
返
還
す
る
と
と
も
に
、
没
収
し
た
債
務
者
の
総
財
産
を
債
務
者
の
相
続
人
に
売
却
し
た
場
合
)
)
。

(
2
)
民
法
学
説
は
裁
判
例
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
手
形
の
戻
裏
書
の
例
で
あ
る
。
判
例
は
、
戻
裏
金
目
に
よ
っ
て
そ
れ
よ
り
前
の
手
形
債
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